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いる人間閱おをあに、ホ巧の人達への認識 
を'深める事は、競技人口の増化方針と共に 
必要不可欠な事ではないだろうか。 OB を 
主体に充実した活動をしているクラブナー 
ムも多くなっでいるが、層を厚くする意味 
でも既をのクラブチームに属さないハンド 
ボールの為のクラブナ I ムを化る事は、実 
業団チームの育成と同様、大切な事だと思 
う。を地方協会が音頭を取り、選手の数に 
合せたクラブチームを作？て、気喔に歲巧 
を楽しむ機をを持ってやる事は決して無 a 
ではないと思う。地道な動きこそ、巧日え 
の巧罹にお嬰であり、前述した未知の人達 
えの認識を深める意巧でも、即実行したい 
一つでをる。これ等は協会の方針として云. 
い古された事かも知れぬボ、今までに巧々 
未端におとし、動きとして感じられなかつ 
た事は大変遺憾である。協会の人事も一新 
された現在、意志の疎通のない、きめこま 
かなが営方针を期をしてやまない。 


ボ—ルを考る時、 I 般の関、むと認識を得る 
には五年後のミュンヘンオリンピック参化 
を目標に、ナショナルチ]ムをより強化 
し、世巧の強豪と対等のゲームが戦える様 
にする事も一方をであろう。又日本リーグ 



と 


ま 


底辺拡大の積極化を 


関ま実業面連盟理事長 


平出 


高校時代に親しんだ(ンドボールを離れ 
て十数年、社巧有志にょるチー A 結成と同 
時に巧巧の仲間入りをして感じる事は、当 
時と比較し驚くべき普め発ほぶ i ^である。 
何事も無から有をなし、それを軌道に乗せ 
る事には大変な努力と犠粗ボあ巧な事は申 
すまでもないが、その意味で日本協をを始 
めをブロック、部巧の指導者には、むから敬 
意を表する次第である。球界の事情にあま 
り精通してない者が、多くを語る事は出来 
ないボ、協会の重要方針である底辺のあ大 
普及発展についてをなりの考を述べてみた 
い。世情ボ安をし、個々の生活、人ムボま 
定している現在、一般のスポ I ッに対する 
関、むはますます高まるものと思ぅ、現に東 
京オリンピック聞催を契機にブームを呼ん 
でいる競技があり、我々は蒙望を禁じ得な 
いが、それらは謙虚に考えれば、ブームを 
作るべき数々の要素と、競校人口の層の厚 
さがあった事は否定出来ない。競技内容か 
らして、これ等に優るとも劣らないハンド 


を洁成し、を國各地に高度なゲームを披露 
し、.普及の遅れている地方の競技人口の増 
加、お術の向上に役立せる事も必要ではな 
いか。 これと 併せより重要なのは、 ハンド 
ボ I ルを学ま時かだけのスポーッに探らせ 


ない事である。近年の実業面チ I ムの増 
加は、大変喜ばしい現象だが、他競技に比 
較すれば、わずかな数でしかない。この辺 
にもっともっと力を傾注すべき頭巧がある 
様に思う。学業ときびしいハンドボールを 


立派に両立させ语た者ならば、社会人とし 
ての人間性を養ぅ意味でも出来るだけ競段 
は続けて欲しいものだ。競技年令を拡げる 
と同時に、これに総属するハンドボ]ルボ 
職場を通じ、社会生活を通じてお成されて 
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力監督)と目を丸くした。 

この大観衆の声攫を受けて、も 
と緑のユニホーム^芝工大がコ 
]卜狭しと走りまくった。 

前半 3 分、近藤が長身のドィツ 
選手のわき下をすり抜けるょぅに 
して先取点。そして加秒後こんど 
は近森がジャンプから G 反の足元 
にたた-きつけるバウンド•シュー 
卜をきめた。頭一つ遮う大男—— 
ドイツは完全に機先を制され、た 
だうろうろ。 G 技福本のすばやい 


タマ出しから巧みまでに近藤、近 
森に山田を加えた兰人がこまかく 
そしてすばやく走って〇〇 1 4とリ 
(ドした。「いけそぅだ」とみた 
スタンドはたいへんなさわぎ。全 
を工大のシュ t 卜のたびにかけ声 
をかけ、力のこもった声援。 

だが、金を工大にいつもの悪い 
クセが出た。ホッと一息入れるょ 

ぅに速な がとまり、1-5のゾ^— 

ン •デフ H ンスの防御 も甘くな っ 
た。これをドィッが見逃すわけが 
ない。 W み）别分にかけてメンダ 
ッハを中、むに4点を連取して 8 — 
8。 手首だけを使ったパスと、.巨 
体をこまめに動かすプレ I に加 
え、スビ ー ドの十分のった ミドル 
•シュートが-同占" へとこぎつけ 


日独がお男子第 1 戦は 9 月 9 日 
午後4時がかから東京体育館でを 
芝浦工大が対戦。主審•祐野和夫 
(東 一 巧教乂出)、副審•松本虚雄 
(東京教大出〕、岡村昭二(東京教 
大出)=：観衆約セ千 


全芝工大如 


、巧ム. 

む—9 ‘ 


2西ド イソ 


記者の目 


観衆と千……。全芝 
H 大はもちろん"ご 
本家"ドィツでさえも「こんな大 
観衆は、.はじめて . 」(トル. 


日独国際親善東日本シリ I ズ観戦記 W 女子第 1 戦〜第 5 戦 


7入制-本化後ヨー□ッバから初めて迎えるナショナルチ—ム. 
西ドィツ選抜軍男女-行は9 月 7 日 午後6時加分 羽田 着の オランダ 
お空機で元気に巧日した。 

ホルスト•ザッツ団長な下役員 4 人、男女選手それぞれ W 人のお 
势的人。男子はダ—クブルーのブレザー n — 卜にグレ—のズボン。 

'ホ子はエンデをのス—ツに クリ—ムィエロ— のス カ—卜と いかに 
もスポ—ツマンらしい軽快な楚いだつた。 

-巧は、翌8日さっそく東を化育館で-時間の初練曹を巧い、9 
日東ま体育館での第 I 戦(男-をを浦工大、女.大崎電気〕をあ切 
りに盛岡、袖台、名古屋、津、ま都、大阪、.広島、龍本などで日本 
チ—ムと男子 K 戦、女子 U 戦をまじえた。 

西ドイツ球巧は 8 巧モ日まで U 人制をふくむ アウトドア シ—ズン 


でホ日チ—ムもインドアに備えての練習巧間がかく、このため日本 
での前半戦は男女とも本領を発揮できなかったが、日本の気候に 
なれチ—ムコンデイシヨンが整えられるにしたがい、世巧の トツプ 
チ—ムらしい華麗なチ—ムプレーを見せ备会場に集った多くの観衆 
をたんのぅさせた。 

-ち、日本側各チ—ムは夏の"を日本シ—ズン"から巧のシ—ズ 
シ開幕を前に抱が調で対戦。世おの強豪に互角は上の試合展開を示 
すことができたのはレベル向上を裏づけるもので大きな収獲であっ 
た。西ドイツ選お軍は9ち M 日午を I 時 W み羽田から帰国した。 

本誌では、このシリーズのをぼうを2回にみけて全国のフ7ンに 
お反えするが、今月号は第 I 戦からま日本备地の前半戦(男子第 I 
戦〜第7戦、女子第 I 戦〜第5戦)を集めた。 


た0 

,しかし、全芝工大は福本のうま 
いリードで 再び ユン ジンを甜。 
みにはお唐が中央からクリ I ン. 
シュ i 卜をきめて再度りードする 
と、セキを切ったように速続 7 ゴ 
1ル。日点の リー ドで前半を終っ 
た0 

を芝工大の述なは後半まずます 
さえた。セットプレ^ —を身上にす 
るドィソは、めまぐるしい選手交. 
けでこの速攻をストップしようと 
したが逆効果。綿密さを欠いて立 
ち直りの キ ッヵヶさえもつかめな 
かった0 

「日本の遮い細かい動きは近代 
的なハンドボールである。われわ 

れもが刻マネをしなければ . 」 

トルヵ •ドィッ監督は試合後深刻 
な表情でいっていたが、全芝工大 
の速なは"すばらしい"の一語に 
尽きた。とくに GK 福本の好リー 
ドは目をみはらせた。ここ数年、 
各種大会をみるたびに痛感した G 
K を加えたセ人のプレ I ャ]が一 
体になった速攻が、ようや V 実現 
したような気がした。とにかくは 
じめて味わ「た胸のすくような好 
ゲ I ムだった。 (大国拓哉 •読売 
新聞運®部) 

今シリー文中、日本 

側で勝利が期待出来 
ると すれば、諸戦のを芝浦工大、 
二日目の全立大など4〜日試合で 
あろう0 


技術評 




全芝满工大速攻で快勝 

鋭い出足に西独追いつけず完敗 
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• デュバァルド 
• ミューラー 
•ケ ■ 一 う '— 

• ミルター 
•ネントビ イ ッヒ 
•ツン 
• ロイター 
•ハービュラ 
•ケラー 
• ビー ノレ カンツ 
•べッカー 
• ポーリー 
• へーウイガー 
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女子 


V 選手平均年令 男子 26.7 
▽ FP 平巧身長 巧モ183畑 


-来日西独チー ム 名簿- 

▽役 員 

0長 H . ザッツ (37) 说関支配人 

副団長 H •ブレンデス （36) 巧刷技術去 

監督 H •トルカ （56) 公あ目 

西独ナシ 3 ナルチームホモコーチ 
'、 ンブルグ•クラブ 監督 

助監督 H . コルデュス (37) 巧巧経な 

_ 西独公認審判員 



^写真はち浦工大前半のを撃。スピーディなを擊とを接なシュ 
卜は西ドイツ-トルカ監督を「巧巧的な巧撃;まだ。われわれ I 
\も是非みならいたい」と感嘆させた。 ! 
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たのはこの「8 18 」の患とであ 
る〇ホツと一息いれた西ドィツ、 
発奮した全を浦工大。その精神的 
な差が过禮の戦局を大きく左右し 
たのだ。 

を芝滿工大の攻體は再び好調な 
，へ1スとなり、特にサィドからの 
山田のシユ I 卜は"みごと"の】 
語につきる。 

後半、両軍ベンチは、互いの手 
の内を読みとって、巧いずりとな 
めを見せたのは、第1戦を飾るに 
ふさわしい内容と云えた。 


西ドイツは、旅の疲れもおって 
実力とは糧違い，試合ぶりであった 
が、全員がチームブレ I に徹して 
いる点はみあげたものであり、学 
ばねばならない点でもあった。 

西ドイツがベストコンデイシヨ 
ンでなかったといぅハンデイはあ 
るにせょ、全を浦工大の見せた多 
彩な攻擊技術とスピ ー ドにょる快 
勝は、日本ハンドボ I ル界に大き 
な期待と希望を抱かせるに充分で 
あり、その健斗を賞したい(荒川 
请美•日本協会理事長：^ 


特にを芝浦工大は中沢麗督凹下 
主力全員が欧州遠征の経験者で、 
r. 技よし、スピ]ドよし」の好チ. 

1ムである。 

現役に近藤、池田、関根、 GK 
福本ら優秀若手〇 B を加えた全芝 
浦工大にがし、ドイツも第1戦と 

おってべストメンバ 10. 

試合は予想通り、全芝浦工大は 
速攻を唯一の武器として積極的に 
をめ、そのぺ I スに西ドイツを乘 
せた。 

カギを握ると見られたデイフユ 
ンスは、西ドイツは一線 (0 — 
6〕、全芝浦工大は二觸(2—4、 
.1 15〕。互角の立.ちあがりであ 


った。 

全芝浦工大に多少の不{女がある 
とすれば"体格の劣势"で、特に 
ディフュンス面でその差が現れる 
ょぅだと、な撃の動きで優っても 
.苦況.を招くのではないかと思われ 
た。 

その危惧が見られたのは全を浦 
工大のを撃が快調に発揮され前半 
巧か t -1 3とリ I ドしたあとであ 
る0 

このままのテンポで押し切って 
しまうのではないかと思うほどの 
元気さであったのだが、西ドイツ 
はイバ I ス，、メンダッハが連続得 
点を重ね、巧分は 8—8 と追いつ 


いた。メンダッハのつなぎとポイ 
ント、イバ1スのチャンスメ1キ 
ングとポイント、パールのつなぎ 
等をぅまくかみあわせ、しかもサ 
イド、正面を蹤横に使「てのロー 
リンダ(呼さぶり)はさす'が世界 
のトップチームにふさわしかった 
が、全を浦工大のデイフてンスを 
員がこの動きにまどわされ、しか 
も長身•強肩のメンダッハへの 
"詰め"を忘れたのも拙かった。. 

サイドは、マ]クマンー人と G 
反に任せ、正面を固める鉄則だけ 
は、いかなる場合でもずらなけれ 
ばいけない。 

ところで、勝負の分岐点となっ 
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お京■豊島•巣鴨- 7 T 目1696 
TEL (941) 2635-6592 


戦全立教大、"本場"しのぐ巧プレ！ 

2 

第 西ドイツ、いいところなし 


. 男子弟2戦は U 日午を7時 W 分 
から横お文化体育館で全立あ大が 
対戦。主審.{女藤她ホ(法大化) 
副審•を藤(ま京あ大出〕、栗城 
黃を教大出：一り極をあ 一 一手五百 


全立教大 M 
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記者の目 


■これほどの大差を'た 
LMNhM 」 れが予想できただろ 

ぅか。走りまくる全立大の前に 

"ハンドボールの祖国"といわれ 

た強豪西ドィソがボラボラとくず 

れていった。 

全立大は実によく走った。とも 

にフオ I メーシヨンプレーを得意 

とずるチ I ムだけに大きなパスか 
ら機をみて切り'込む試合展開に朋 


待がもたれた。だが、第一.戦の全 
芝工大が速攻で成功したことが、 
この日のを立大の"快走"につな 
がっていたようだ。前半2分野田 
が倒れこみで先取点を奪うと、 
2点目も野田が右の同じ位置から 
決めた〇ほとんどからだをブロア 


に平行にした野西得意のシユート 
だ，つた。 3 点目は义々に登場のま 
達。中央、長身西ドィツブ□ック 
の上からみごとなシャンプ•シユ 
] 卜。この安達はシュ I 卜ずると 
みせて東に好 パス4占^ 目も生みだ 
した。この全立大の"よさ"を全 


部彼露したスタートに西ドィッに 
完全に淳きおだった。シユートは 
正確を欠きパスも乱れる。巧分、 
-8 [ 〇と全立大が大差をつけると 
あきらめの表情さえ，ぅかべた。 

わずかにヒルマ I ボ自陣から単 
身ドリブルで全立大の体当たりを 
かわしたブレ I が"本物の味"を 
チョッピリ、 巧わせていた。(武 

藤-彥•報知新聞運動部 X 写轟は， 
全立大得意のブロックプレー(上) 
と西ドィツ得点のポストプレ— 
(下)〕〔を〕第2戦の技術評は次号 
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デケバメパトグィホヒハゴ 

0 3 7 013 W 3 51〇一躬 

〔 FP その他の出場者〕▽を仙台 
=鈴木(東北学院大〕得 OV 西ド 

ィツりクレム場〇 

巧度の地点から倒れ込み、 フロア 
I すれずれのところでアンダ I シ 
ュ，_卜0 しかも スナップ がきいて 
いたので、文字通り"矢"のょぅ 
なシュ I 卜 であった。普通、日本 
の選手だと、もっと早くボ^~ルを 
放すのだが。 ィバ I スは 百戦練磨 
の選手。ボールを完全に握り 、 G 
K の動きを十み読んで からスナッ 
プをきかしてのシュ] 卜 。この プ 
レーは大いに学ぶべきである。 

後半になると、を仙台はプレ I 
に余裕を持ち、動きもょくなっ 
た。 U 分までに U 点をおられて如 
— 8 と如点差がついたものの、；5 
みが秒から W 分までの間に速読 7 
点をあげた。調子の出るのがおそ 


ンダッハ、パ I ルなどが縦にかな 
りはげしいダッシュを見せ、シュ 
1卜を決めていた。しかしなが 
ら 、メン ダッハが交代ず ると 祖力 
を欠き、ただボ I ルを廻し、ポス 
卜に入れてはフリ！スロ I を'とら 
れる状況ボ見られた。8!9でリ 
—ドされていた東日本は、前半終 


了3分前から良く走り、禮塚の二 
本の速な、速攻をフォローした神 
おのシユ ■ —卜で、二点リ > —ドして 
前半を終了した。後半がはじまる 
と、西ドイツも良く走り、メンダ 
ッハに加え、イバースなどがポス 
卜から決め、追いあげはじめた。 
東日本も、北井、平岡に加え、大 


西、禮塚らのが技にょって、これ 
にが戦したが、めぐまれた体格を 
活かした西ドィツのゴ，！ル前の強 
引な動きに次第に点差をつめら 
れ、惜しくも逆転肖けをしてしま 

った。 ■. 

西ドィツでは9点をたたきだし 
た一九 S センナのエ！ス•メンダ. 
ッハが来日後はじめてその本領を 
発揮したのがひときわ光った(藤 
本強•本誌編集部) 

〔ま〕第3戟の技術評は次号 


男子第4戦は W 日午後5時 W 分 
から仙台市•宮城スポーッセンタ 
—で全仙台が対戦。主審 H •コル 
デエス(西ドイツ) u 観衆約二一千 

西ドィッぉ(が—^一 W 全仙ムロ 


記をの目 


西ドィツは前日の盛 
岡大会で東日本選抜 
を破って大いに気をょくしてい 
た。 T 走れば勝てる」はずの全邮 
ムロは、そのお株を西ドィツに奪わ 
れた形。しかもコートの長さは ？ g 
メ I トル。狭いコ I 卜に慣れてい 
る 西ドイツは速攻に、セットプレ 
I に思う おみのプレーを度聞し. 


た。 ■ 

先制点をあげたのは西ドイッ。 

1分を他台ゴ ール 前でみせたメン 
ダッハの 見事な リター ンパス、こ 
れをヒルマーボフ H イントを かけ 
てを仙台の バックスを 抜き、左巧 
度の地点からシュ I 卜したもの。 
あの大きなからだで フェイントを 
かけ、背を丸めて突進す るプレー 
はほめていい。2分には メンダッ- 
ハが左巧 度から ジャンプ シュ I ド 
して210、日かには G 及 デュ エ 
ルのぅまいパスアウトからヒルマ 

1 がノ I マークで持ち込んで3 I 
〇、8分にはィバースボ右サイド 


ぎりぎりから飛び化んで410と 
西ドイツのワンサイド0 

全仙台は8み W 抄に赤間が中央 
から決めて1点を返したが、西ド 
イツは迹攻、セットプレ—で着実 
にポイントをあげ、 K 分には9 I 
2と大きくリ I ドした。全仙ムロは 
S み W 秒に森のパスを受けたル林 
が右サイドぎりぎりから好巧して 
3点目をあげたが。このとき、ず 
でに得点は UI 3。 西ドイツのぺ 
1スで試合が結始した。. 

西ドイツが W 分如秒にあげた得 
点.は好プレ I といっていい。それ 
はイバ I スボあげたものだが、ぶ 


男子第 3 戦は U 曰午薇 7 時如み 
から盛岡ホ•岩手県営体靑館で東 
日本選抜軍が対戦。主審 U 佐吸和 
夫(東京教大出)副譜 U 佐々木巧 
喜、宮郵修か観衆約ニモニ百 
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記者の目 


東日本選拔は老巧 
な教員 クの主力とィ 
キのいい日体大、東京截大の現役 
選手にょる混成チ I ム。地元出身 
選手調な スタ I 卜だった。 

西ドィソもよぅやく日本チ' —ム 
の動きになれたのか、余裕の ある 
プレ]をぶせ、特にぶ擊面ではユ 


戦東0本選お、後半に力負け 

第 メンダッハ、9点をたたき出ず 
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なバスで時間をかせぎ、大崎ディ 
フュ ンスに少しで も {八が あくと、 
ジアン プシュー ト、ミ ドルシュ I 
卜をとばしていた。 GK 福本の好 
守で轉点はそれほどでもなか「た 
が、もし福本が不調だったら得点 
差はものと開いたことだろぅ。大 
崎は鋭くアタックしたが、一線防 
御を敷く長身の西ドイツ•ディフ 
エンスにはばまれてシュートが届 
かない。このょぅな経過で前半は 
8 17と 西ドイツリ I ド0 

後半も一進一退からの分メン 
ダッハ、イバースとボールが渡 
り、イバ I スのポストプレ]で K 

— じ。残り時間は9かある。勝負 
はまだわからない。この直後に ク 
レムの2か間退場があり、乂隔は 
如分に近藤のアンダーシュ I 卜で 
3— 巧とした。試合は全く予断を 
許さない。しかしつねにりードし 
ている西ドイツはかしもあ-せらな 
い。正確なパスをつなぐ"別分イ 
バース、如メンダッハが決めて U 
IW と3点差になった時、西ドイ 


ろったが、両サィドをぅまく使い 
みけたプレーはよかった。 

この試合は H •コルデス氏が来 
日後、初めて主審をつとめたが、 
さすが本場の審判だけあって上手 
だった。ダブルドリブル、ホーバ 
— ステップのジャッジはきびし 
く、観戦中の佐野和夫君(東京都 
協会理事長、東を教大出)は「透 
手の動きをよく見ている。ダブル 
ドリプルを よく とっていた。かな 
り貧まい」とほめていた。 

この試合’で"5み間退場"があ 
ってびっくりした。前半 W かにゴ 
ルダが主審のコルデス氏に小さな 
寅で文句を言ったとたん、 コルデ 
ス 氏は" ピッ、ピー "と ホィッス 
ルを吹き、をホを郎いて高く上げ、 
ゴルグに5か間退場を命じた。日 
本の現行ル！ルでは"2分間退 
場"であるのに、初めて"5分間 
退場"を目の当たりに見たわけだ 
(賃尾武治•共同通信社：} 


芒術評 


一対戦してみて今回の' 


西ドィッは負けて云 
うのもへんだがを力の点では巧像 
ホだった。 

伽台はあらゆる資料、助言を入 
れてか戦計画ををめたが満員のを 
画気に焦り前半まれなかったこと 
が化因だった。後半の平常ぺ—ス 
にもどった時は連続6点のヶース 
もあつただけにお験不足というよ 
りれ方ない。後半速攻というより 
巧い速み というより 速いホめでデ 


フ.エンスポジションに.つきふり‘む 
いたあたりのタイミングを狙い一 
線防禦前での十字ク n スぎみの嗔 
さぶりとサイドの攻撃で一線を聖 
形させた時に‘チヤンスをつかむこ 
とができた。一線防御といつても 
日本の2 .4 システムよりはるか 
に厚くリ I チををかし日本人の 一一 
人分のデフ H ンス範团をましてい 
た。完全にラインをいかれてから 
の攻撃は困難であつた。日本のデ 
フェンスの甘さを工夫したがポス 
卜で勝負された。サイドよりのシ 
ユ I 卜も第一戦とくらべたら数多 
く打つてきたがこれもが度でのブ 
ロックプレーより生じた攻撃だつ 
た。日本は失点が多いとい'われて 
いるが考えるに①チヤンスメーカ 
L の次の②アシスタント的プレー 
ヤ t の位置のとり方、をる方向、 
そして③シ ューター とのコンビ、 
特に②のプレ I 卞 I えのマークを 


見落しているように思えたしこれ 
からビテオ参考に，.考察してめた 
い、又それが白本デフ卫ンスの外 
国チームにザするヵギであり②の 
プレ I ヤ I えの ッメ 処理に より ③ 
の強烈シユ I 卜も半減させること 
が可能と思う。ところで化ムロは西 
ドィッ審判だったが判定の基準に 
違いを感んじた。日本ではラフプ 
レ I が多発しているし.、•大会毎に 
退攝、7て判定に個人差がありす 
ぎるので統一化が急務と考た。•外 
人が審判の攝合日本の変化ある攻 
撃に不可次なステッププレ I ，か才 
I バ I ステップにとられやすいの 
で国際的に通ずる判定基準を明稲 
にすべきだ.ろう。 

国際ゲ I ムにが応ずるには第一 
にデフ H ンスの組織強化、即ちホ 
フェンスにばかり気をとられ徹底 
したデフエゾスの訓練が忘れがち 
である。選抜チームにしても得点 


王の集りではいけない。アシスタ 
ント的プレーヤーの育成と評価、 
そして海外で通用ずるプレーを生 
かすための国内審判基準を望みた 
い。外国チ ー ムとの比較で身長、 
ハンドリンゲが よくい われるが日 
本民俗として平均向上はあ.っても 
限巧はあると思う。勿論大型化を 
期待ずるがその差につきコンプレ 
ックスをすてるべきだろ5。それ 
よりもどしどし圃際交流を行ない 
外国チ）ムになれることが必要ピ 
ろう。それにしても国際試合がも 
つとホ揺るな紐背で 化 来る よう口 
本協会はが策をちえて欲しい。 

最後に最近のあら唤る澈目の国 
際試合の中でひときわ西ドィッチ 
I ムが示した規律ある態度は四千 
の観客の好評を博したことを加え 
ておく。(森恭1、を袖台主将) 
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-ッ執念の勝ち星 

全日本優勝の乂崎電.気敗れる 


男子第日戦は巧日午後7時站分 
から東京体育館で大崎電気が対戦 
主審•岡が昭11(東京教大出〕、巧 
審•中沢重夫(芝浦工大出〕、岡前 
義春(日体大出} H 観衆約四千五百 

西ドイツ大瞬電気 


記をの目 


大崎はエース北村尚 
英が八月の全日本總 
合選手権で左手首を骨折し、この 
試合に出場出来なかった。これが 
大崎の敗因となった。部員 U 人の 
うち北がが欠塌したのでは交け選 
手にも事欠き、最初から苦戦は于 


想された。しかし負けることはな 
いだろうというのが、大方の予想 
ではなかったろうか。西ドイッは 
乂略がことしの全日本チャンピホ 
ンチ]ムと いうので、前日からも 
のずごい ファイトを みせていた。 
西ドイッは乂崎ゴール前で正確 








第 7 戦 


男子第目戦は W 日午後6時巧か 
から東京体育館で中大がが戦。主 

審 、 H •コルデス(西ドイツ)、副 

審•中沢産夫(芝浦工大出)、秘本 
庸雄(東京教大化) H 観衆約四千 
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記奢の目 


竹下、ケッセマィヤ 
I 両 G 民の美技が再 
一二おったにせよ、前半両チ I ム合 
はせて W 点とは首をかしげさせら 
れた。 

中大は、た統的に テクニシャン 
を揃えたチー ムカ尹—を持ってい 


はほとんどみるべきものがなく、 
ゴ]ル前でも全芝 H 大、を立大ら 
が成功したタテへの鋭い変化を欠 
き、精彩のない試合ぶりだった。 
日本の気候にも慣れ、旅の疲れ 


もとれた西ドィツは、後半はずべ 
てのブレ I に余裕がうかがわれり 
ラックスした展開をみせたが、こ 
うなるとやはり"彼我の差"がは 
つきり廊じとれ、前2戦の自星で 


るが、日本のゴール前の動きにな. 
れた西ドイツのデイフェンスは、 
中大のフェイントに款われること 
なく、上下から射ちこまれるシュ 
—卜を長いリ I チではわ返した。 

スピ I デイなゆさぶりに活路を 
求めていた中大も、相手をそのぺ 


男子第7戦はけ日午後4時 W か 
から東京•早大記念会堂で全早大 
が対戦。主審•中沢重夫(芝浦エ 
大出〕、副審•安藤純光(法大出〕佐 
野和夫(東京教大出〕 U 観衆約一一一千 

西ドィツを早大 

1,ほ，，ぁ，¥1 ^早々しぃ 

„-- _程の激しい速攻を身 

上とし、その持ち巧を西独にどう 
みせるがが焦点だった。幕を開け 


'ッの勝利はほぼ確定的となった。 

それにしても大崎は化村の欠場 
が大きく響いた。 この {八埋めにベ 
テラン化野が当たり、をい選手を 
よく ひっ張っていた。化けがチー 
ムをりードし、' か巧に思うをか巧 
たせたかったゲ I ムだった。.(篤 
尾巧ち•共同通信社) 

お，，術..ィッはょぅ T 

广 . 」本来の調子が出て来 

たようで、攻防両面にスピ I ドの 
あるプレ I が見られた。 

彼らの秀れた体槪にスピードが 
のってくれば、いかに テク ニシヤ 
ンを揃えた全日本チャンピホンチ 
—ム.でもかわし切れない 0. 

特に目立ったのはその n ンビネ 
J ションである。 

大きな左右のパスで槪をうかが 
い、ポストで好位置を占めたとみ 
るや クィック パスを送り、そこか 
らシュ I 卜へ 結びつける タィ ミン 
ダのよさはすばらしい。 

若手のィバース、ヒルマーらが 
目立った動きを見せたが、 これ も 
メンダッハ、パ I ルらベテランの 
好配球があ「たからであろう。 

勝因の一つとして G 区デュエル 
の好技も見逃せない。来日後はじ 
めて思い切って前に出るプレ_—を 
見せるなど彼自身も調子をあげて 
来たようだ。シヤープな動きは世 
界屈指の G 反といわれるにふさわ 
しかった。 

これにがして大崎電気はスコア 
の上では善戦だったが、巧審的に 


戦中大の動き通ぜず 

6 

第 リ I チ活かした西独守備陣 


楽観ずることの危險を菩告したよ 
うなものだった。(増旧-郎•日 
本協会常務理事、糜大監督」 


てみてやはりその力を何んとか示 
そぅと猛裂な突進をみせた。それ 
が先取点だった。しかし長身西独 
チームに突進が単発であってはど 
ぅにもならぬし、'突進から息つく 
ひまな述繫する攻擊がなくては、 
.あの厚い 力べ は破れないのでない 
かと思っていたのが、西独に反撃 
のキ ツカケを 与えたと思う。前半 
西独デイフ H ンスを強行突破と G 
K 綿貫の好守で貪いついた早稲田 


得〇 113101000 

/■'• S/-"N 

ホ B 年年3年年年年年. 

4へ3 〇 4 4 〇 4 4 3 3 

rvcr ' r - r - c - rvc - 


—ry 尸 c CJ^d-cd-433 2 

rv rvcr'r-r-c-rvcrv 
J - 貫塚口野沢日島原田辛 
ホ 

綿平水簾ニー朝小栽森鈴 


全 


1スに引きずりこめなくてはどう 
しよう もない。 

前半はそれでもピッタリあい下 
「ていたが、彼半酣始後7分間に 
連続5失点して U —4 とされ，、 勝 
利への希望をたち切られた。 

西ドィツが日本チ ] ムのテンポ 
になれ、意識的なローリング•ナ 
スエンスを多用ず るよう に.なった 
ために、試合としては盛りあがり 
のない凡戦の域を出なかった。 

(杉 山 茂. NHK 遅動部) 

〔を〕第6戦の技術評は次号 


K 

G 


巧 


^ヤ 

ィハルカ、グル ム 

/ルマツ 卫スンー 

ちエ セダールルシーレネマ 
ュッン ッバール 
テケメパトゴグ イク ホと 

0520113122 
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も後半は日本チームなれして来た 
西独の早い帰陣に速攻を封じられ 
た。 ディフ'ェンス も長身を うまく 
利して一線防禦を引き、強引に突 
っこむ早稲田を少々荒いあたりで 
寸断、攻载の流れを細にかえてい 
ったあたり西独ぺ I スであった。 

總して早稲田は、連攻のうまく 
出ておる時はシュ—卜きまらず、 

ミドルシュート もつまり気味で西 
独の余摇あるずりにききめなく、 
せっかく作ったシュートナャンス 
も自減するとちう裏目裏目は不運 
欲を云えば早補田にもう少しうま 
いフオローがあったらも「と別な 
ゲ I ム嚴開となっただろう。この 
H の西独は日本の手のうちをょく 
'のみこんで意識してのプレーだけ 
に後半、余格からみせた口 I リン 
ダ戦法は大当りと云う化になかっ 
た。(中巧重ホ•日本協会常務理 
事•技術部長) 


全早大の斗志実らず 

後半一気の速攻…西ドィツ 
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女子第 2 戦 


得〇 131010000 
お崎藤川木ホ井幡幅川原 

け川加早鈴小宇木山黒を 

K P 
G F 


西 


ぃ【トラ I t ビ： 
アルーラタト 
イバュー ルン 


ホデミケミネツロポケ.ビ 
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たからだ。 

西独女子はとつのクラブの寄合 
い' (トルヵ 監督)とあって、やは 
り速成チ I ムにありがちなコンビ 
ネーションのぎこちなさが目立っ 
た。半面、個人技はさすが。ミュ 
1ラーが片手でボ t ルを魔術師の 
ように振り、幻惑された大崎防御 

陣に{八があくやミルタ]、ロイタ 
I らが柔らかい專のこなしで巧い 
シュ I 卜を 決めた。 


記者の目 


小柄な一二菱遇手が、 
長身の西ドィッ陣を 
終始 かきまわし快滕した。 

勝因はなんといってもその"走 
り"にある。 

負けてもともとという 気持ちが 
あったのか、 それとも 第1戦を見 
て勝つ気充分だったのか、 とも か 


巧照的に大崎はょくおったが、 

ユース早川にボ ー ルを集めるボス 
トプレ ー が無策す ぎて、 前半 W 本 
も数えたシュートが一本も決らな 
かった。大略得意のコマキ文ミの 
ょぅに走る速な'がさえたのは、堅 
さがとれた後半から.。5 —〇と引 
離された 7 分と 8 分に早川が連続 
ゴ]ル。 U かには加藤も決めた。 
このあたり長身ぞろいの西独は、 
大崎の激しいゆさぶりにたじた 
じ。大崎は巧分に 7— 日と猛追。 
^みには早川が再度の7 メ1トル 
スロ I を得たが失敗だ。措しい。 
終了 W げ前、宇井が7 メ I トルス 
P 1を成功させて一点差としたボ 
なばなかった。 . 

大崎-は敗れた。が、日本にザ勝 
てる" という 自信をもたらした善 
戦ぶりは大いにたたえられよう。 
(渡辺邦雄•朝日新聞社遇動部〕 

〔ま〕技術評(安藤)は W 頁。 


く小気味ょい試合ぶりを見せた。 

なかでも一進一退をつづけて日 
— 5 のあと前半路了直前、逆襲-に 
転じょぅ とした 西ドィツの パスを 
ィンター セ ブトと して独走、シユ 
I 卜を 決めた落合のが判断は 、 K 
コアを日—日と 変えたばかりでな 
く、この試合の帰すぅを決めたフ 


ドイツ女子、 緒戦を飾る 

緊張しすぎた前半の大崎電気 



日独対抗女子第 1 戦は 9 月 9 日 
午暧 3 時おかから東京体育館で大 
崎電気が対戦。主審•を藤補ホ 
(法大化)、副審•岡村昭二(東京 
教大出)、勝繁夫(立大出) U 観衆 
男子第1戦に同じ 


独 


• ^4 1 

^3 I P 


大聴電気 


記者の目 I 


会場の東京体育館に 
一歩足を踏入れて驚 
いた〇ムッとする人いきれ。なに 
しろあの広い観客席がいっぱいな 
のだ。なんとおわ千人。',ハンド 
ボ I ルが日本に輪入された昭和十 
二年が来、一番の入り"と協会の 
長老の顔がほころ 
ぶ。"大崎の選手は 
あがるぞ？."真先に 
そぅ思ったのは間違 
いではなかった。 

案の定コチコチだっ 

た。どぅも日本選手 
は国際試合になると 
実力を発揮できない 
傾向が強い。 

およそ二一百四十年 
ほど前の寛永年間に 
徳川幕府が鎖国政策 
をとり始め、ますま 


ず日本人の"島国根 
性"を助長したが、 
それが今日まで尾を 
ひいているとは余り 
考えたくない。が、 
国際試合であがるの 
を見て、いつも日本 
選手には何かが欠け 
ているよぅに思えて 
.ならない。話がョ'コ 
道にそれた。大崎が 
前半、すっかり堅く 
なり、 それが敗戦に 
つながったことが惜 
しい、といいたかつ 


女子第2戦は U 日午後6時から 
横浜文化体育館で一一一菱鉛筆が対戦 
主審•佐野和夫(東京教大出)、副 
審•植田(東京教大出〕、が本(東 
京学芸大出) U 観衆男子第2戦に 
同じ。 


兰菱鉛筆 UI 


西ドィツ 


走り勝った|二菱鉛筆 

落.合 (5 賈) の好プレー光る 
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けられれのが敗因であり、前半にさもスビードもでてくるものと思 
後半の落ち着きと切りこみボあつわれるが、この試合に限つては、 
たら、結果は逆になつていたでああまり見るべきものはなかつた。 
ろぅ。ドイツは後半に入つても、今後の試合に期待したいものであ 
前半同様を確なパスと長身を利しる({女藤巧光.日本協会常あ理 
てのロングシュートとポストプ レ‘' 事、報刹部長) 

イを展卵したボ、旅のつかれがあ 〔を〕第2戦の技術評は次号 
るせいか、- Kft のスピードにはつ 
いて巧けなかつた。 

日本における試合を重わ、気候 
にもなれれば、彼女らの本ホのわ 

ラ—が巧リ—■ド 

東日ネ選抜の健斗及ばず 

8 つまつてしまつたりしていた。両 
チ I ムともいま一歩のところで 7 
MT になるヶ ー スが多く、その 7 

4 MT もミスることがあり、盛りあ 
がりのないままに前半を路了し 
た0 

T 後半がはじまるや、ミュ1ラー 
り' の好リードにょつて、まず右サイ 
ドからロ イタ ーが、ついでこれま 
) でアン，ダ I シュートを多く試みて 
〇 いたミルターが眼のさめるょぅな 
ロングをジャンプシユートから決 

9 めた。ここで試合は決つたかに見 
に到達するまでのパスをミスしたえたが、東日本遇抜も北口のミド 
り、ヵットされたりして、東日本ル、原、瞬らがヵットインして得 
に速攻の糸口を与えていたが、東た 7 MT を良く生かし、追つた 
日本はこれがをかせず、せつかく が、西ドイツはヶーラーの右サイ 
のチャンスもパスがますかったりドからのシュート、ビ^ —ルカンッ 


捐〇 03 221000000 
被大大大大大大高大大大大大 
g 体体体体体休 I 体体 II 体 
日日日日日日日化日日衆東日 

巧神里ロロ 浦±が谷岛熊 
野 原瞬 

明小北川 S 白今熊中津 


ィートラーービン-カユーカ 
ドヤル ー;タト タ ルビ カツ 
西イバュラルンイー-ツビ 
ホデミケミネツロビバべへ 

得 00121003 2000 


り早 H も本来のブレ I ができる 
ょぅになり、リ I チの あるドイツ 
ディフ1ンスを 切りぬ けて六か、 
七分、十六分と得点し試合をもり 
あけた。五おセと大崎が追いあげ 
たところで早川は二つめの7 MT 
を失敗した。このあと十九分に三 
つめの7 M T をベテラン宇井がき 
め六が七と追ったが敗れた。早川 
の二つの7 MT 失投が惜まれる。 
それにし.ても前半に大きく水をあ 


女子第 3 戦は U 日午後6時から 
盛岡市•岩手県営体育館で東日本 
選拔がが戦。主審箱崎敬吉(東京 
教大出)、副を加藤欣哉、お沢光 
彦 U 観衆男子第 3 戦に同じ 


西ドイツ9{ 


東日本 


r でをの nn , 去装な「た岩手県営 
Li を-一体育館にはモ田県知 

知事をはじめとして内外の多くの 
寛客を迎え、一般観客席もほぼ澗 
員といぅ盛況だった。 

前半は両チ I ムとも固くなって 
いたのが、 ミス•パス や ミスシュ 

1卜が多くほめられた出来ではな 
かった。' 

西ドイツはポストプレ！を主体 
にした攻擊を見せていたが、そこ 


得〇 2005013000 

3田田木房合洋川見藤部条 
萎#木木 

""吉三鈴佐落佐江蓮遠阿本 


] ヒーツ 
ツ I ツ ラン 
イードラーービンーユーカ ー ) 
ド トル ーラタトタビ ルカ 0 
西イバユールンイ I - ッ 
じホデミケミネツロバケビべ 

得 〇 〇 〇 〇 2113 〇11〇 9 

ァインプレーだと思ぅ0 
この好技に余裕を得た一二菱は、 
後半關始直後再び落合が決めて 7 

1 50 しかし 西ドイツもロイター 
のゲットとミルタ I がパスとみせ 
かけ後向きから逆手でシユ I 卜を 
決めるといぅ快技で一たんは同点 
(7—7〕 に追いついた。 西ドイ 
ツはこのあと8かに得た7 M 了を 
ミユ I ラ I が失敗、逆に一二薰は U 
分落合の7:^了で再びぺ1スを糧 
り。分速なから一二井、 W か落合 
(7 MT 〕 と加点 、 W —8 とリー 
ドして逃げ切りへの足場を固め 
た。 

西ドイツの卓抜した個人技はさ 
ずがにせ巧一流と呼ぶにふさわし 
いものであったが、 S 菱鉛筆が気 
力充実したチームプレーでそれを 
上遇る力を見せたのはたのもしい 
(杉山茂 • N 打 K 運動部〕 

女子第1戦技術評 

日本ハンドボール界ボ迎える初 


の外国ホ子チ I ム、本攝ド个ツの 
選手团はどんな技術をわれわれの 
前に展開してくれるだろぅか、わ 
れわれハンドボ I ル関係者は大き 
な期待をもつて注目した。 

西ドイツを迎えての女子第一戦 
は、先に行われたを日本摇合選手 
権大会で第二位の大崎電気との対 
戦で起つた。 

試合は第一戦といぅことと、ハ 
ンドボール央上初の大観衆と、そ 
の歓黄と熱気に圧倒されたか、さ 
すがの大略電気のベテラン選手 
も、こちこちにかたくなり、とく 
に前半はパスミスとドイツのディ 
フょンスを破ることができず、長 
身のドイツ選手の前からの無理な 
シュートが多く無语点に終つた。 
ドイツは旅のつかれもあるのか、 
動きそのものこそ鋭さがなかつた 
が、正確なパスを廻して、二分に 
ロ イター が右サイドからシュ ート 
をきめ、試合の主導権を握つた。 
つづいて+二分、十セせ、十八分 
と得点を望わ、もてる長身を充分 
に生かしてポストプ レー、 ロンダ 
シュ ー トと身長のない大崎をょせ 
つけなかつた。大崎はょく走つた 
が、ボ—ルがついて来ず、ただい 
た*つらに攻めてはもどることをく 
り返していた。差が聞くにつれて、 
あせりボでて H 1ス早川も 7 MT 
をはずすなど全くいいところがな 
かつた0 

後半に入つで、大牺は立ちなお 
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のポスト、カソトか b の速攻と梳 
き、9 17で3分前を迎えた。こ 
こで西ドイツチ]ムは積極的なな 
擊を見せず、8の字樵のローリン 
グにょってボ]ルを廻しはじめ 
た。この間、ミユ I ラ I •かときお 
り ドリブルインを見せる ていどで 
巧擊の意志はほとんど見えなかっ 
た。これを東日本遥拔は アタック 
に出、サイドアゥトしたボ I ルを 
得てこれをすぐに川白のミドルに 
結びつけたが、時遅かった。 

日体大をま体に、東女体大から 
二人、インタ I ハイ優臟のな巻南 
高から一人を入れた混成チームで 
あったため、この二 I 人が もう 少し 
チームにとけこんでいたら. と 
いう場面が見られた。後半關始直 
後に見せた西ドイツの攻防がいつ 
も見たいものだ。(藤本強•本誌 
編集部) 

「叫 ， _M, 卽 ‘I1 点を争う好試合、 

一選故軍のため、 まと 
まった舖習ができず、 コンビネー 
シ ョンが とれない。それに選手が 
若く国隙試合の淫験がない ためか 
試合にのまれ、立ち上がりの東日 
本は緊張ぎみであった。 

前半西ドイツの S 点連おりに気 
遅れした巧日本であったが、中盤 
から緊張がとれ小柄な身長をいか 
して縦の突っ込みと、動きの早い 
細いプレ I で盛り返し、二本の 7 
MT スロ I をものにして 4 1 3 と 
追い上げた。 


後半、ょうやく調子の出て来た 
東日本は、 ポスト プレーと サイド 
からのシユートで得点を許した 
が、川口の好リードで返すという 
粘りのあるプレーを見せた。 

二点を リー ドする西ドイツは、 
左右の ゆさぶりと 八ノ字戦方で 口 
—リンダ。 タイム アップニ分前東 
日本は、パスミスを拾った原が川 
口にパス、川口、右コーナ I を決 
めて一点差、終了一分前、一点差 
を追う東日本は、 西ドイツの キ ー 
ブ戦法にカットに出たが、おょば 
なかった。 

止壇場まで一点差を争う激しい 
な防戳の展關であったが、西ドイ 
ツの初勝利をあげねばというファ 
イトに負けた。(伊藤帆浪•旧姓 
山田、元レナウンエ業主将) 


面ドィッ男ホチ I ムの中で、もそして、やっとこんなことを聞き い。 

っ.とも注目を集めているのは、女化せた。 し 


こぼればなし迎えた讀市 • 
岩手県営体育館は满員のフアンを 
集めたが、バックスタンドには全 
日本高校女子禮聴の巧卷南高披の 
生徒約二百人が陣どった。 

夏の優胳で、同校のハンドボー 
ル熱は急激に窩まり、この"固体 
蕴赏"になったもの。 

わけを聞いた西ドィツ役員たち 
は「ずばらしい話だ。日本のハン 
ドボールが接するたびに強くなる 
秘密の一つが判った」と感喫して 
いた。 


初の国際試合を 


子チームのゲ I ムメーカ Is •ミ 
ューラ I 選手だ。 

マィボールの6割近くは彼女の 
左手にキ I プされ、.そこから、ま 
るで機械で計算されたょうな。ハ.ス 
が左右前後に送られる。しかも撒 
を見るや、輕妙なフットヮークで 
相手ディフェンスをかわしシュ I 
卜に持ちこむ技も備えている。ず 
りの面でも敏速な動きでカンのい 
いところを見せその要だ0 
来日チ I ムの"ピカ ー " という 

評判もうなずけょう。 

巧子の試合をみなが_ 

らコーラをのみほす彼 、 

女を訪ねてみた。 こ『 


-ハンドボ）ルは间才ごろか 

らしているの 

「九才の時……。はじめかから 
左ききよ」 

——試合でみせる配球の妙はど 
こで覚えた？ 

「自然に身につけたとでも云お 
ぅかしら。あまり体が大きくない 
から(注•一六一ニセンチ〕ああい 
ぅプレーになるともいえる.」 

-練普量はどのくらい？ 

「仕事を持っているから(注. 
彼女は商社の簿記事務員)一週間 


ミ I ュ丄ラ I 丄攘 I 訪 I 問 


.それまで陽気にはしゃいでいた 
彼ホにィンタビュ I をといぅと急 
に引きしまった顔になった。 

ピンチに立った時、ょくみせる 
顔だ。そして「おのことなら、ず 
ベて監督や役員が知っているか 
ら、そこで聞いてくれ」といぅ。 
とりつくし まもない0 

「あなたのプレーはスポ I ッラ 
ィタ I やフアンの絶讚をかってい 
る」と伝 
えると、 
はじめて 
笑顔が淳 
かんだ。 


に一度、それも二時間ぐらい。 

休日の試合ボ練潭も兼ねること 
になる……0 

もちろん、ナショナルチ I ムに 
加った時は繰習量はふえます」 
——国際試合の搔験は 

「ナショナルチ—ムの プレィヤ 
I としては W 回。この前の世界運 
手権にも化ました。その他の国隙 
試合の数はちょっと覚えていない 

わ」 

-将来に目標を持っている？ 

T 世界選手権には何度でも化た 
いしオリンピックで女子が あるよ 
うならもちろんその代表になりた 


しかし、何ょりも長いことブレ 
,1をつづけていたいと思う」 

-日本チ J ムの印象は 

「スピードもあるし、—テ.タニッ 
クも申しかない。教えられるとこ 
ろが沢山あった」。 

-印象に残った遷手はいる？ 

「みんなうまいわ(笑)。チ I ム 
としては、これまで(注.が日) 
では大崎電気がいちばん」 

——体育館などについては感じ 
たことがある？ 

「とてん大きい。西ドィツのハ 
ンドボール専用体育館はも.っとル 
I さいのょ。 

^ BU はじめのうちはその 
W を 大きさになれなかった 
し暑くてやり切れなか 
った。でも沢山の観衆がいるので 
やりがいが ある」 

-日本の印象は 

「むずかしい質問だわ」 

彼ホはそう答えたあと「日程が 
きつい」とル声でいった。 

話している間にも、親友の’ソン 
選手と冗談をとばしている彼女は 
'いかにも陽気だ。- 

兄二人をもつ末ッ子。そんな環 
境が、彼女をくったくのないスポ 
1 ッゥ ー マンにしているのかも知 
れない。素直な明かるい化格—彼 
女はきっと"ミュ，ンヘンの巧"に 
なるにちがいない。 
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女子第 5 戦 
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し善 
た戦 
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K ば 
ホず 
!ィ 
!ヤ 


女子第戦 


女子第 5 戦は W 日午後日時巧分 
から東京体育館で東京重機工業が 
が戦。主審•松本重雄(東京教大 
出〕、副審•岡前義春(日体大出〕、 
腊繁夫(を大出〕 U 観衆巧子第6 
戦に同じ 


西ドィツ。東京 重 撒 

西ドイツは前日の対 
大赔戦でポイントゲ 
ッターのミルタ]'が両ひざ(内出 
血)を痛めて欠場し名キ I パーの 


ピユ I アーも左足首をねんざして 
前半ベンチにいた西ドィツはこの 
主力二人の欠場で戦力はやや落ち 
た感じがあったボ 、背の抵い重機 

デイ フニンスをミドルシュ1 卜、 
ポストプ レ'1 で 押し'込んでしまつ 


記者の目 


崎に一歩を唤ずり、特に帰陣が遅 
く、一一一人の主力をおいたのはちょ 
っと甘く見すぎた磕じ、 ずりがぐ 
んと弱くなった0 

大崎はずかさず速攻でその{八を 
ついた。じ分に鈴木がヵットイ 
ン、巧みに早川が決め日— 4 と迫 
って場巧を湧かせた。 

戦況不利と見た西独は、すぐ巧 
り 化ロ イタ I に スイッチ、 かに 

得点、負けじと大崎も加藤が帰陣 
の遅いデフ t ンスを抜いてまた1 
点差、ちびロイターが突込んで加 
点するなど、シ I ソゲー ム。 

特にロイターの登場はいかにも 
"切り化"にふさわしい名手ぶり 
で、じ分における1分間はハンド 


ボールのおもしろさにファンが酔 
った。 

だが"発祥地" といぅ卫リ I 卜 
意識を語示する西独も、ぐいぐい 
詰め寄る大晦にあわてはじめ 、 W 
分山崎 (7 MT 〕 巧分に鈴木と連 
:んで試合を振り出しに戻した。 

後半は4分、西独がロィタ I の 
7 MT を含む2点でまたリ I ドを 
許したが、5分凹後、早川、山崎 
(7 MT 〕 鈴木と加点、大崎は初 
めてリ I ドを奪った。 

.このあと9分に-7 MT をあたえ 
たが。 GK の川崎が好捕して反擊 
.を断った。がかには逆に 7 MT 専 
.巧の山崎が、うまいフ王イントで 
GK を惑わし、この日3本目を決 


めて2点差に離した。 

波に乗った大崎は锥原、加藤が 
加点したのに対し。西独はミュラ 
I 、 ロイター (7:^ t ) が必死に 
ねばったものの、このあたりから 
疲れを誘い、とうとう1点差で逃 
がられてしまった。 

この試合は西独が来日 S 来、一 
番いいプレ I を見せた。ところが 
明暗を分けたのは7 MT の出来、 
不山来だった。大崎は三本の 7 M 
T を全部得点したのに対し、西独 
は5本のうち成功は2本だけ。手 
痛いミスだった。というよりもそ 
れを防いだ GK 川臨の好ずと、欧 
州で名のある GK ホイア I を惑わ 
した山崎の度胸のよさが火いにホ 
メられよ—う。 

西独で光ったのはミュラーのた 
くみな球さばきと。 ロイター の強 
烈なシュ ー トだった。 (を々木 長 
九が • H 刊スポ ー ッ逃動部) 

〔ま〕女子第4戦の技術評は次ち 


女子第4戦は巧自午後日時力ら 
東京体育館で大崎電気が2回目の 
が戦。主審•中沢重夫(是浦工大 
出、副審•岡前義春(日体大出)、佐 
野和夫(東京教大化〕 U 観衆約五千 

大崎電気西ドィツ 
両者のが戰はこれで1勝1敗 

大略電気ボ巧 I 戰の 
雪犀を适げた。お互 
いに手のぅちを巧っているだけ 
に、なかなか巧をのある好試合を 
見せた。 

西独は4分、ミュラ I の先制点 
をお切りに W 分までに、 4—1 と 
リ！ ドず ると_助り 化の ロ イター、 


記者の目 


攻守の要 • 


ラ I 、ケラ— の 一二 


人を引っ込めた。. 

だが西独は動きという点では大 


得〇 224000103 

H 崎藤川木林井幡原川崎 

し川 加早鈴ル宇木密黒山 


K 

G 


即 


] ヒツー 
ツー ッンカ 
ィードラ ービ1ーカンッ 
ドヤルーータトタラル ィ 
西ィバユラルンィーー ゥ 
^^ホテミケミネロケビツへ 

得〇 04. 10240000 


2 


T 

M 

7 


1A 

1 


慎〇 201230100 
•一巧夕岡田口田井辛井川 

W 畑飯淀島を心荒長 


な 

L 窩山加 

/IIN V_ 


K 

G 


即 


ン 


ヒ ソ 
ッ ラン 

ィド.ーラービン I ユカ - 
ドルヤ i ラト タビルーカ 
西バイューン イ I1 ラツ 
デホミケネツロバビケべ 

得〇 0402041100 


T 

M 

7 


2 


た。重機にとっては惜しい試合を 
失ったといっていい。それほど蒂 
機の出来はよかった。 

.前半 2 分西ドイツは ロ イタ I が 
7 MT を決めて先行したが。重機 
は早い動きで 西ドイツ 防禦陣をゆ 
さ ぶった。4 分 山本(幸〕が左サ 
イドフ H イソ トをかけて 西ドイツ 
バックスを抜き、，日分にはへウィ 
ッカ ー の反則(プッシング〕で7 
MT を得、飯田が決めて 211 と 
逆転した。5分 W 秒には山本(夕 
マ)がシュートしたかポストに当 
たってはね返り、これをプッシュ 
して311。 8 々には滝口がル I 
スプレー からうまく 中央を割って 
4 —1とリ ■ ―■ドした。 

目分 W 秒重撒の植□が強引とも 
思われる中央突破を試み、西ドイ 
ツバックスの 二人が小さい鹿口に 
抱きついて止めようとした。しか 
し滝口は二人を振りはらうように 

してシュ^—^卜をがち、日-2 とリ 

1ドを綺けた。とこびがこの直後 
重機の飯田が2分間退場し、その 


大崎 電気、 第1戦の雪辱なる 

後半元気なくした由ドィツ 
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間に西ドイツは猛反撃に移った0 
’西ドイツは W 分から巧分までの 
間に速続日点をあげん 7— 目と 一 
気に逆転し、極化に立った、重機 
はけ分 W 秒に島田のゲットで6—. 
7 と 1 点にして前半を終わった。 

後半の西ド. イツは3 分加秒まで 
に ミユーラー のフ H イントプレ 
I 、ロイタ I を御れ込み、バ I ビ 
ユラのポスト。 ヒレ I で W — 6 と 4 
点左にした。重機は前半に全力を 
.集中したためか、後半になってス 
ピ！ドが落ち、前半のような動き 
はみられなかった。それでも 5 分 
W 秒に島旧、8分 W 秒に同じく 同 
じく島旧、 9 分 W 秒に山本(タマ) 
のジャンフシユ I 卜で 9 — W と1 
点に追い詰め.た。 

ここで西ドイツは G K を交代さ 
せ、左お首を痛めているホイヤー 
を出してゴールを死守させた。重 
機はお死になって西ドイツのゴ I 
ルを攻めるが、どうしても追いつ 
けない。 W 分ミユ I ラ I が中央 
を割って UI9 と 2 点莲。西ドイ 
ツは一織防御を数いて靈機のミド 
ルシユ ートを警戒した。重機の疲 
労は目に見えて濃くなってきた。 
(：^分に西ドイツはトルカ監督は 
サイドラインまで 出て指示ずる〕。 

2 点差を ずろうと ずる 西ドイツ 
はパスの連続でボールを盡槪に渡 
さず、重機のあせりを誘った。重 
機は 9 分 W 秒からタイムアップ ま 
でノ I ゴ ー ル〇巧ドイツは タイム 


ァ ッ プ 寸前にロィタ^が7 MT を 
決めて里機の反擊を断ち切った。 
患機は欺れはしたが、その善戦ぶ 


りは賞されていい。 とくに 滝口、 
島田、山本 (タマ〕 のプレーは印 
象に残った。(屬尾武治.共同通 


信社；} 

〔ま〕.女子第日戦の技術評はか 
号 


戦 

6 

第 

子 

女 


旅疲れ？ 西 

愛知が、 


ド 


r ツ 

伝統の 


振'はず 

速攻で快勝 




ホ子第6戦は口日午を4時 W 分 
から名古屋.を知県体育館で愛知 
がが巧戦。主審-稲石一二二百 
体大出)親ホ約五千 

愛如ぉ艾 ^ u )7 西ドィッ 


得〇 043112100 
が 崎下か 田 嵐巧□木池崎 

暖尾中小前 五 小 関黒藤岩 
/1<|\ /1 

反 

G 


巧 


ヒ ーツ 
ツ カンー 
1 I ビンー {ツカラ 
タラト タリ ィルー 
巧.ゾ ル ー ンィーゥーユ 
r L デ ミケネツロポへビミ 

得〇 211011010 


ソド 
V レ 
ド. ソ 


2 

〇 

( 

T 

M 

7 

) 
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技術評 


西ドイツのスロ I 才 

フで試合關始。愛知 
誌の固いデフ H ンスでポスト•プ 
レーはいかされず、ミユ ー ラ I の 
たくみなフて个ン トもフ ホローの 

不足に単発に終り、一分愛知お績 
7 MT をとるも G 区デバルドの好 
守にはばまれ得点とならず共にさ 
ぐりあふ。一一か半愛知祐前田の得 
ぶで固さがとれはげしい攻防を展 


開、エキサイトした場面もみられ 
たが、片やセストホフユンスー点 
張り、片や守りに徹する愛知新と 
してはデフエンスを固め、、、、ュ！ 
ラーをつぶす作戦は当を得たもの 
であろう。 

拭後十分までに愛知結四点とる 
もドイッ-単発の S 点、ロイターの 
セット•ホフエンスからのロング 
シュ ー トに ドイツらしさを のぞか 
せた。このあたりまでの攻防で勝 
負はついたように思う。臟因とし 
ては走力を生かして最後までコマ 
ネズミのように走りまくり賴の動 
きに対して縦の切り込をおりま 
ぜ、小林のミドルシュ I 卜を中、む 
に、関口、前田、五十嵐等がず想 
通りに活躍し、守っては、関□、 
五十嵐等の自爆覚悟の守欄に巧し 
て、 ヵバ ーがよく、しつように ミ 
ユーラ ー をつぶしたのが あげら わ 
る。くわうるに G 技尾崎の再 一二 再 
四の好シュ]卜を.はばみゴールを 
死守した ことであろう 。全般を通 
じてみせた、外人に対しても気お 
くれしない フ アイテン ダ•スピリ 


ットは日頃の練習の成果であろぅ 
が、 ラフ プレ）は厳につつしまな 
ければいけない。 ドイツと しても 
ミュ ！ラ！ のフェイントとケ ラ！ 
のポストでは役者不化。まだまだ 


ヨ I ロ ツバで も 有数の ゲッタ' 
—といわれる C •ミルタ—遇ホ 
は来日チ I ムーの長身。その突. 
進力と得意のぅしろむきからの 
"逆手シユート"はずばらし 
い。彼女の目に映った日本チー 
ムは……0 . 

XXX 

日本ホ子 

チームの遇 

手は、実に 
よく走るの 
でび「くり 

した。私たちは脚力がないので、 
氏本の速攻には追いつけない。 
でも私たちは、ゴール前でセッ 
卜を組み、パスを繰り返しなが 
ら相手のミスを誘い出す作戦で 
す。日本チームが、いくら走つ 
ても気にじてい3せん。走って 


暑さのため本調子ではないょぅど 
が、 フ正ィント、ポスト•ロシグ 
シュ I 卜と 速攻をみせてほし かつ 
た、總じて愛知祐の速攻の滕利で 
ある。 (碼石 111 二 • S 本協会技術 

委貴 

ミユ—ヘンで 女子 も 

西ドィッナ I ム、ザッッ団長は 
来日直懐の記者会見で『ミュンへ， 

ン•オリンピックのハンドボール 

でホ子も開催されるよう努力して 
いが見通しは明かるい』と語つ 
た0 


ミ 

ル 

夕 

1 

壊 

訪 

問 


ゴ1ルィンしても1点なら、セ 
ットを組んでゴ I ルィンしても 
1点です。出来るだけ体力を消 
おさせないょうにしています。 

でずから、日本チ—ムも速攻 
ばかりでなく/おたちのょうな 
セットプレーを加えたら強くな 
ると思う。 
セットを組 
んだとき、 
パスミスを 
化さないこ 
とがたいせ 
つですわ。速攻にセットプレー 
がプラスされたら、日本は世界 
チャンピホンになれると思う。 
もちろんおも日本の速攻を勉強 
したいと思ってはいますが…。 
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フランスの技術研究 （ 4 ) 


防禦を置いたパスを充分じ 

訳藤 本’ 強 

(日本協を常務理事） 



今月は先号に紹介した.パスをよ 
り実戦に近い形で綿習する形につ 
いて触れて行く。 

パスだけでなく、シュ]卜にし 
ろ、キャッチにしろ、あるいはド 
リブ ルにしろ、ハンドボ I ルにお 
いては、ただ単にそれらを上手に 
化来るというだけでは、ものの役 
にたたない。一つ I つが巧くでき 
て も、ゲー ムでは、常に相手がい 
て、それを妨げようとしているの 
であり、また、心 も 体 も 一つにして 
プレー する チ I ムメー トがあるの 
であるから、一人の人間が全部の 
お術をマスタ—し、その上チーム 
としてもコンビのとれたものにし 
'ていかなければなれない。' 

これらの個人技術、チームとし 
てのコンビも、敵がいない時にの 
み、きれいにできたのでは、実戦 
では、全く役に立たない。 

少々巧くなくても、巧ホがいる 
时に滿まにパスできる能力、相ホ 
がどんな形で当ってきても、自々 
ボ巧う時に、思う巧にパスできる 
技術を身につけておくことボ必要 
である。 

そのためには、動きながら、守 
揣する建手を配置したパスを+み 
に練習しておかなければならない 
のは舌うまでもないことだと考え 
る0 

とかくが人。ハス、 ー ニ角。ハスとい 
つたものにパスの練習のを点が置 
かれているようであるが、これか 


ら述べるようなパスの練晋形も十 
分な時間をかけて巧なわなければ 
ならない。 

もちろん、相手をおかないパス 
.の練習も基礎の基聰として或点的 
に練習しなければならないのは一五 
うまでもないことだが、相手を置 
き、 それをどうかわして。ハスをす 
るか、どんな畔にどの形のパスを 
巧えば、マークを外せるかも、遇 
手自身が+分納得できるような、 
それだけでなく体で覚えこむこと 
ができるような张の練習がなされ 
ることが望ましい。 

このあとに紹介していくのは、 
そのうちのごく僅かの例にすぎな 

\ 0 
V 

各チ I ムとん化のを々み体形を 
使って、相手を置いたパス練習を 
していることであろうから、その 
長巧は+二分に化かして、ここに 
搁かするも辟の中でおり入れられ 
るものがあれば、とり入れて、よ 
ゥ合理的なパスの練習が行なわれ 
るように望むものである。. 

か，，お お 

練習例1 ( 図©参照- 

A から C に‘ハスをする。この'ハ 
スは A と C の間に入「ている B を 
かわして巧なう。 

B の位置は A から、ちょうど腕 
の長さに相当するだげ離れた地点 
こいることにする。 B は A をアタ 
ック して、パスをさせないように 
する。 


このような体制の場合には、普 
通にはちなりに B を越えるパスを 
寸るか、 B の下をわらったバゥン 
ド。ハ.スをするかをする。 

上下についてのフ'ェィントをこ 
の練習を通じて- T - 分にマスタ]す 
ること。それとともに体を左をに 
動かし、お右のをを片ホずつ使い 
巧なう練習も必驳となる。 

この隙、フック-.ハスを陆うこと 
はさけたほうがよい。というのは 
フックパスはこのようなががの隙 
に孔用ずべきバスではないからで 
ある。 

C に..ハスが'わたった場合には、 

B は C をマークしにいくことにな 
る。このような練習方法をとるこ 
とによって、 B のず備お術もな I め 
ることができる。 

バスをミスした A または C は B 
に巧って、守備に入る.ことにして 
次々に代り、練習をつづけ、バス 
のお術を高めていく。 

練智例を(図®参照心 
.練習例①をより烏度にしたもの 
であり、練智例①とは、守備遠す 
の位置が狎々に変化し、巧にバス 
をする相でが3人に増え、バスす 
る相ホを選がすを眼を雜う紳習に 
もなってくる。 

3 JC 4 _ —トルの BI ! の上に6 - 
の運ホが並び、その中央にず佩を 
する選ホ1人がんる紳習おをとっ 
ている。 

この場合、あらゆる‘'ハスを使う 
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線習をしなければならない。スピ 
1ドにより、フュイントにより、 
上下、左右とパスを出ずところを 
かえ、- デイフュ ンスをかわし、バ 
スをする練習をする。 

.この練習例の時も フック パスは 
使わない。理由は練習例出の所で 
述べたとおりである。 

また隣の選手には、がしてパス 
してはならないり 

守備をずる選手は常に中央にい 
て、パスをする者をよく見、ボー 
ルの動きを忠実に追い、冷静な判 
断でヵットするように、むが寸る。 

練習例®では、守備に入ったん 
のは、パスをさせないようにマ I 
クするのを第一に、心掛ける。 

練習例③では、守備をする者は 
ヵットする ことを 主に考える よう 
にする。 

パスずる者はそれぞれをかわす 
ように、基礎お術で充分に練習を 
つんだあら呼る。ハス技術を駆使し 
て、自己のお術を高めなければな 
らない0 

離習形® 

これは練習形®と練習形③を擺 
合したものになっている。つまり 
マークした守備者をはずし、パス 
される相ホをマークしている守備 
者を もフてイントで はずして、思 
う相手にパスをするというより実 
戦的な練習体形となっている。 

. 6人の還手が®と同撒に円の 上 
に位置する。二人の守備側の選手 


がパスをカットずるように、また 
パスを送れないようにずるように 
働く。この場合にも、あらげるパ 
スが行われなければならない。そ 
して、選手が自分自身でどのよう 
な状況の時に、どんな種類のパス 
をしたらよいかを梧るためにも十 
二分に練習をつむことが肝要とな 
ろ50 

練習例® (図®参照) 

■ 4人の選手が1人の選手 A の前 
に位置している。 

この錬習は二つのボールを使う 
ことがその特色である。二つのボ 
1ルを使って養う技術はまず何と 
いっても眼である。二つのものが 
同時に見られるように.なっている 
ことはハンドボールの選手に とっ 
て必須のことである。何度も前に 
出て来てはいるが、いわ啤る"魚 
眼レンズ"のような眼をもつ選手 
を蕃うことが主目的である。 

いくら足が早く、肩が強い選手 
であっても、"魚眼レンズ"的な 
眼をもっていない遲手は片輪でし 
かない。こういった還手はしばし 
ば大事な場面でブレ I キになるこ 
とが多い。この"魚眼レンズ"の 
ような眼を持つことは、攻撃ずる 
際にも、ずる隙にもぜひともぶ要 
である。攻擊の時には、敵の位置 
を完全に知り、どこから攻撃をず 
べきか、その時味方の全選手はど 
こに位置しているか、ポ I ルはど 
こにあるかをこの眼を使い、知り 


正施な判断を瞬間的につけなくて 
はならない。守備の時には、敵の 
位置、味方の守補の乱れ、敵の攻 
擊目標、ボ I ルの動き、 これらを 
すべて頭の中に入れ、よりよい位 
置を とる ために、 この 眼はお要に 
なる。 

このように攻防両面にわたって 
この"魚眼レンズ"のような広範 
囲を視ることのできる眼はぶ要か 


〇 


硬 


ベ/.‘ . 

;.み/ぃ： 



① 


くへ力らざるものであるから、こ 
の眼を蔡成ずるための練習は十分 
につまらなければならない二 

錬習の主体は A の位置に入った 
選手になる。 

A はボールをキャッチしたなら 
ずぐに。ハスをかえす。 A がパスし 
た瞬間には、.かの。ハスが A に向っ 
て放される。二個のボ！ルのどち 
らかは常に空間にあり、 A は常に 
キャッチするかパスずるかしてい 
なければならない。 A はボ！ルの 
動きに眼を奪われてはならず、い 
つでも、4人を完全に眼中にいれ 
ておかなければならない。特にパ 
スする相手、パスされる巧ホを見 
るよぅなことは決っしてしてはな 
らない。常に4人を同様の力で見 
ていることと、ボールを確実にキ 
ャッチし、パスすることをちれて 
はならない。 

パスはハンドボ I ルの基本にな 
ると同時に、ハンドボールのもつ 
とも 基礎になる身のこなし、眼の 
配り方についても、多くの有なな 
練習をさせてくれる。 

十分に時間をかけ、特に相ホを 
入れた。ハスには、十二分の時間を 
かけた錬智をしなければ良い選手 
良いチ I ムは生れてこない。. 

次回には、シユ I 卜に入るが、 
シユ—卜はパスがあくまでも基本 
になっているものであり、そのお 
術の上にたって、はじめて良いシ 
ユ ー トボ生れるのでもる。 







連載•リレー寄稿-- 

日本ハンドボール界の課題 J 

〜一二+周年を迎えた巧をに望む； 


二 I 十周年を迎えたハンドボ I ル 
協会……、 r 口に S 十年とは云う 
ものの、今日のように化の競技に 
は見らないような登録人口四万 
人、未登録者を含めると二楷、一一一倍 
を越えるのではないかと思はれる 
長おな普及発展を違げたその陰に 
は諸先輩、指導者の並々ならぬ独 
身的な努力があればこそと今更の 
ように頭の下る思いがずる、と同 
時に今日まで普がに、技術向上に 
及ばずながらその一端をけした事 
に誇りを持つとともに今後の責任 
を強く感じるものでありまず。 

戦後■物質、資金のをしい時け、 
将来えの夢と希望を抱いて愛好者 
が黯々と競技と取組み、普及责展 
に奔走した事が次から次えと思い 
/起されて来ます。 

世界選手権えの参加、外国との 
親善交流試合と世界えの遮化も著 
るしく五年後のミュンヘンホリン 
ピック種目として取上げられな々 
希望の持てる球界にとって、今後 
いかにずればよい発嚴向上するか 


— — ——— — 1中 

と言ぅことを 愛好者一人 I 人が真 
険に考える時期ではないだろぅ 
か。地方に住む愛好者の-員とし 
て私なりに感じることをのべる事 
とします。 

協力体制の確立を急げ 

本部協会(日本ハンドボ I ル協 
会)は地方協を•各禪連盟といか 
にすればより スムースに 強力な協 
力体制がとれるか研究する、が要が 
あるのではないか。勿論全国理事 
を等で大いに討議研究されている 
事は議事報告書等で知る事ボ山来 
るが此の隙各趣大会での監督、.主 
将会議等の席上で、禪々制約を受 
ける事もあるかと思はれるが形通 
りの議事述営に走ることなく、実 
際に指導されている監督、代表者 
の意見を聞き神議する時間を設置 
し、一つでも多くの意見を聴集ず 
るよう努力されることを望む。と 
同時に、地方協会、.各種連盟も此 
のような機会をとらえ個人、加盟 
チームの愚見、日頃思っているこ 


西敬 I ——~ 

(福岡協会理事) 

とを建設的見地より大いに発言を 
行い協力体制を整えるべきではな 
いだろぅか。 

中学校対策について 

四十四年には活字として「ヵリ 
キユ ラム」 に組まれるであろぅと 
明るい ニュ I スを度々耳にしてい 
るが。此の点についても地方協会 
が努力すべき点も多くあると思は 
れる。 

本部協会として文部省、中体述 
閱係等に大いに働きかけるべく今 
一層の努力を期待したい。又県或 
はブロックによっては中学大会を- 
郎催されているが協会の強力なバ 
ックアップを望みたい。 

規則•審判について 

お則は年々世界が勢により変化 
することはいなめない事実ではあ 
るが国内において、東日本では、西 
日本では、学連では等々解釈の仕 
兄が違うことがままあり地方では 
混乱をまねくこともある。此の点 
についても各補大会毎に申し合せ 


を行っている現状を年度当初にブ 
ごック、或は各県、备穗連盟等の 
代表者構習会を二 • 一二谓の予定で 
徹底的に計議統一をずべきだと思 
う。彌則•審判と切り離すことは 
困難であり、本年九月に巧はれる 
八ム認コ I チ講習会と同時に年度当 
初に開催されるょう聖みたい。 

を日本教職員大会について 

回を重ねること十同、年々その 
内容も充実はしているものの、年 
度はじめのスヶジュールに、「期 
口、所未を」とあるのは、いささ 
か淋しさを感じる。指導者である 
教職員の义会を、もっと帝；視すべ 
きではないだろうか。 

本年神一尸で巧はれた第十同大金 
の監督主将金議のが上、荒川理事 
長をまじえて結論としてアンヶ— 
卜にて、盛まれる姿、希望等をま 
とめることで会を終ったがこれは 
有意義な集金であった。. 

本部揣会として、アンヶートの 
結果をおて改蒂ずべき所は早急に 
取組み何等かの方向を巧ち出され 
るょう望みたい。 

クラブチ[ムに可いで 

高お、大学で取組んだ愛好者も 
I 部を隙き、卒業と同時に遠ざか. 
る者が多く何等かの形で、何時ま 
でも輔しんと、臨力を望むために 
も、 クラブチ I ムの 大会を即催ず 
べきではないだろうか、実業固の 


普なもめざましく腥こがしいこと 
ではあるが、クラブチームでは、 
とうてい 立ち計ち出来ないと、あ 
きらめを持ってしまう。このまま 
ではクラブチ I ムの増加は望めな 
いのではないかと思はれる。クラ 
ブチ I ム育成、愛げ者ファン獲得 
の為にも配慮を望みたい。 

P • R について 

このことについては、機關紙等 
で度々要望されている点で、地方 
におっては全国大会の結果も見聞 
することが岀来ない事も度々起 
り、これではファンの獲得も望め 
ないのではないだろうか。西ドィ- 
ツ チー ムの来： n 、' ミュンヘン オリ I 
ンピック關催極因を機会により強 W 
力に マスコミに 働きかけられんこ 一 
とを望みたい。 

化上すでに言い古された事、或 
は研究されている点等に本部協会 
え希望ばかり述べましたが、決し 
て本部協会のみに負担をかけるも 
のでは有りません、愛好者の一人 
としてより普及発展に微力ながら 
協力し ようと云う 気持は充分に持 
つものでありまず。 

最後忆選手諸氏に、ミュンヘン 
オリンピックを目おし、大いなる ， 
夢と、希望を抱き、‘自己缺磨の 
為、 勝利の為、又益々 ハンドボ ー 
ルが発展向上すべく努力されんこ 
とを 望みまず。 
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I 大崎電気、学生勢降し優勝 

I 

=第19回全日本総合選手権= 

I 

I 女子は旧が統じ初の栄冠 
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1 W 〔記録のみ前号既報〕第 W 回を日本総合選手権大会は8月の日、：" 
I W •福井県高ち町営グランドに高松宮殿下をお迎えして開幕。男子は各 W 
1’ I 組織推せん W チ—ムと地区予選を勝ちおいた？3チ I ムの合計なチ 1 W 
I W ムで、ホモはを国から W チームが参加して 5 日間にわたつて激しい W 
- W 試をを見せた。 ；- 
I .川’その結果、男子はベテランを揃えた実業団の雄’.大崎電気(協会^ 
- 推薦、 埼玉) が学生巧のを カ チ—ムを連破して快勝、 2 年ぶり 4 回< 
I W 目の優勝を遂げた。女子は予想通り実業団のビッグ.フォアが巧勝 W 
™ 卜—ナメントに進み激戦のすえ田村妨 (I 二重)が宿願の初優勝を飾 i - 
™ つた。なお、大会終了後、日独最を戦に出場するを日本選手の選ち W 
I が巧われ、黄かそれぞれな名 (前号既報} を巧めた。 i . 


男子卜 I ナメント 


I ▽! 回戦勝者大崎電気、ま浦 
I 工大、大阪ィ I グルス、同ませ大 
I (化上協会巧薦)大阪経大、早大、甲 
-南大、日体大、東る教大、東化大 
I (な上学連推薦)本田技研、をザ 
-製作所、住友化学巧本(巧上実連 
I 推薦〕埼玉教員(関東)化見ク(ホ 
j 信越) 

™ 〇……順当なお呆のなかで、氷ぶ 
_ ク(富山)が東海学生優おのを大 
I (を知〕を破ったな斗がホる。氷 
I 見クは々年 もまとまりの ある チー 
I ムカを巧みに発揮してクラブ巧か 
-らただーナ—ム2回戰に進んだの 
I はみごと。関、あ、山本を中屯に 

- したむらのない巧攀カボ勝因だ。 

I 名大は春ょりもデームカボ落ちて 
I いるょぅで加藤のシャープなプレ 

I 1だけが目立った。 

- ダークホース同±大阪ィ I グル 
I ス(大阪)—中京ク(を巧)は巧 

」が力を制す結をになった。リード 


された 中巧クは 後半 じりじりと 追 
い あげ 巧みには U — U とした。じ 
かし大阪はその あとま、 井上の n 
ンビでチャンスを つくり 青木(世 
巧還手権代表)がポィントをあげ 
て再び慢勢 となり 逃げ切つた。中 
をクはま藤(元千代田®刷お製 
造〕、餅巧(大崎電気—日本碍子〕 
の巧をに黑 W 、 を木の中を大現役 
を化えて手強い布陣だつたボ、プ 
Vi の荒さを巧者大阪につかれた 
のは惜しい。 

〇…巧試合が巧待された埼玉教 
•員(埼玉〕—中大(ま京〕は化井 
(世巧選手権代表〕—お城のコンビ 
による ブロック プレーと GK 高橋 
.の堅守を要；にした埼玉がぅまく試 
合のぺークを醒り中大の動きを封 
じて押し切つた。中大はを分に実 
力を発揮せぬままズルズ.ルと敗れ 
てしまつたのは"若さ"のせい 

>0 

ろ 

住友化学*本(愛媛：！—熊本あ 
員(熊本〕はともに慎重な巧めあ 


いに終始したが、棵晋量にまさる 
住ちが要所を逃がさぬ巧撃で加点 
制勝した。 I 

本田技巧(一二重〕—東北学院太 
(宮が)も、もつれた展開をみせた 
が、本田のをれた個人技と巧みな 
ポスト プレ ー が、が田一人の束化 
学院大をおさえた。強カチームの 
試合ぶりは一応{女定していたもの 
の、閱大(大阪〕ボ大崎電気(巧 
玉)に、清巧ク(静岡)がち浦エ 
大(巧を)に善戦、全日本遇ホ権 
らしく珠趣を盛りあげた。 

▽ 2 回戦 

■全立大站—じ大阪経大 
(協をお農) 

全立大はセットホフュンスと速 
ホをおりまぜて余格のある試合ぶ 
りだっ，た。大阪経大はを日本学生 
(7 月•駒沢〕で一度顔を合わせ 
ているだけに守備面では工夫のあ 
とがみられたポ、肝、むのホ擊面で， 
シュートミスボタく完敗してしま 
った。(岡が〕 

埼玉あ員化本旧な巧 
前半、本田は巧玉のディフ1ン 
スがさがったところをミドルシュ 
—卜で得点、巧っても化弁をマ— 
クして善戦した。しかし埼玉はあ 
せらずチャンスをよく活かし瘦位 
に立ち、後半は化井の鮮やかなジ 
ャンプシュートと GK 髙橋の好プ 
レ I で食い下る本巧を降した(岡 

’ S 

早，大53 IU を形製が巧 


早大は前半旗巧、款原ら左サイ 
ドからの攻撃に成功、後半は速攻 
から多をなシュートを放って得点 
した。 

宗あはゴ I ル前でめまぐるしく 
ボールを廻したもののチャンスを 
つかむことが化来ず、体力差もあ 
らわれて敗れた(金原〕 

か順の—口甲南大 
甲南大は大阪イ I グルスの気合 
いの入らねな巧をついて义ホの巧 
リ I ドと フリ ースロ I で得点、 5 
点差をつけて前半を終った。 

後半になると大阪はみちがえる 
ょぅなプレーを見せ、プレス気味 
のディフてンスからボ I ルを得て 
あっさり逆転、相手シュ I 卜の失 
敗からつかんだ一気の速攻もさえ 
て最後は"快勝"となった。しか 
し前半のもたつきは感、むできな 

い。(岡村〕 

大崎電気の一2氷見ク 
前半氷見クは大崎のミスプレー 
から先行、そのあと主導楠を握ら 
れたものの GK 中野の好守などで 
ょく食い下った。懷半になって大 
崎は氷見の攻擊をぅまく断ち切 
り、攻めては近藤' (世界選手権代 
表)、井上、巧野らがやつぎばや 
にゲット、順当勝ちした。(佐野} 
日体大別住友化学 
練習量と体力にまさる日体大は 
を友のシュートミスからチャンス 
をつかんでスピ I ドのある攻撃を 













お開、前半で大勢を決した。 

住化は遅いぺースに相手をはめ. 
こむ策戦だったのだろうが、現役 
学生の強い当りに押しまくられ、 
序盤から主導権を握られてしまっ 
たのが誤算だった。(日野) 

東をあ大 SIW 同お社大 
全日本学生に欠場した同大の試 
合ぶりにを目ボ集まった。 

教大はセットから同大ディフュ 
ンスを突破、平岡のロング、 W 島 
のポストプレーなどを化のあるホ 
撃で得点をあげた。同大も飯田(化 
巧選手権代表-のロングシュ—卜 
でか化したが、チ—ム全体の動き 
にスピ1ドボないため、巧ホのデ 
ィフ1ンスの崩れを誘えず次巧に 
点差をあけられた。 

後半に入ると、大西.めリードを 
活かしたお大が波にホった攻撃で 
大きく引きはなし、最後はダブル 
スコアと なった。 

同大の課題は速い動きのセット 
プレーで化田の強肩をどういかす 
かではなかろうか。学ホ同±らし 
い力のこもった一戦だった。(化 
藤} 

ま浦工大能おホ乂 
東化大のスタートはょかったが 
その あと ミスがつづいて試合のぺ 
—スを握れず、逆をを許したあと， 
は芝工大のクイックプレーにつけ 
なかった。順当な結果とはいえ芝 
工大も巧してよいできではない。 
最後までゲームを拾てなかった 


東北大の学生らしいファィトに巧 
感がもてた(遠藤〕‘ 

▽準々巧騰 

全立大 M 122埼玉を 員 
得〇 〇 8 5 2 5 2 5 214 I 的 
削口野野井 ffl が 口旧 前氷 
^ 東 

S 刖扶木化野化ル戸資有 

G F 一加藤 j 
^橋保子技田が勢城戸川田 

掛同上き一孩*多結高樽高 
得0000 240500 7 W 

前半、埼ぶは化か、.高巧らの好 

おで巧分には tr -3とリード、ぅ 

まいスタ I 卜を切った。 

しかし幼みをずぎる頃から全立 

大は攻撃むテンポが整い追いあげ 

から一気に逆転した。 

後半に入っても全立大得意のセ 

ット攻撃は乱れず、.ブロックプレ 

I と長距離からのシュ_ ~ 卜を ぅま 

く使いわけて快勝した。 

埼玉は強肩髙田に後半はボ—ル 

を集めてな撃を狙ったものの、デ 

ィフュンスで詰めの悪さを露はし 

て敗れた。(岡村〕‘ 

芝浦 工大 おれる 

東京教火郎芝浦1大 

得0080 55 600 20 % 

d 野藤島山西問屋垣野藤 
ブ 田 

说止が川ル大平古稲浅斎 

K ~^ミ遭 
G F 一岡本 j 

が村お巧森林田石神上敵 

鋪 秦 
巧山窩化近小山明白せ髙 
得00261000261 W 


柿チ I ムともクロス•フレ^ —で 

相手ディプ^ンスを加し、教大は 
平岡、芝補は近お(化界遇手拖代 
表)が高い位置からロンダシュー 
卜を決めるといぅ動きのある好試 
合になった。 

押し気味に試合を遮めていた教 
大は、後半 K 分あたりから芝浦の 
臾進が止まったスキをよくついて 
速なとポストブレ I でポイント。 
一」こが勝負の岐れ目になった。 

教大は春の関東学をでも W 点差 
で勝っており、その自信とスヶー 
ルの大きいチームカをを分に発禪 
したことボ勝因。 GK 上野の再 S 
の美扳も賞されよぅ。 

芝浦工大がこの乂会でベストフ 
ォアに残れなかったのは3年ぶ 
り。逆に教大系の準決腺進出は昭 
和扣年(第 W 同•下関〕化来9年 
ぶりのことだ。.(岡村) 

铺 r 早大 
得002102 1 W 500 リ 

^崎川尾崎滨^上木藤岡が‘ 

，け島広松山奥井青加化木 

K P ま遺 
.G __ F 一 佐野 j 

d 貫本口野藤日岛原田辛博 

綿山木旗か朝ル栽親鈴鈴 

得00510001300 X 

序盤はともに激しい攻防で甲 こ 
つけがたかったが、時間の経過と 
ともに若巧な大阪は青木、加藤の 
好技をうまく活かしてぺ I スを握 


り、大きくリ1ド t た。 

n 卜火は力はあったがシユートが 
雜で、ディフ X ンスも甘かった。 

体力があるだけに、じっくりな 
め、守るべきではなかったろぅか 
がホの甜れとスキをついた大阪の 
試合のぅまさは相変らずみごと 
括野心 

乂崎電気じ日体大 
梅〇 015 72401 

本ぶ田上廳村野山藤 I 

b 福下金井近西れ片加 j 

K ‘； p .'7 丰蒂一 - 
G :.F A 階心 

H 藤旧れ井菊塚川窗益上 
. 橋 橋森 
巧加本种福高蹈早大高が 
泻00111302432 7^ 

關始直後、日体はずばらしい速 
なから1なをあげ好淵なスタート 
さらに大崎 G 反 <福木)の危険巧 
為にょる反則退擺の間にもポイン 
卜、 H 体乂ぺ ー スで試合は運ばれ 
た。 

しかし、乂崎もゴ I ル前の混戦 
から巧みにチャンスをみつけ出し 
てル刻みに得点を返し、タイにこ 
ぎつけて前半を終はった。 . 

後半、乂崎は速攻からリ I ド、 
H 体大もょくな擊したが巧分をす 
ぎるあたりからディフユンスに甘 
さがのぞくようになり、大崎につ 
けこまれた。また攻めてもシュー 
トミスや凡フ.レ I でみずみずチヤ 
ンスを逃してしまった0 


勝ををわけたのは中盤 W 分間の 
まを度といえよう。 

前半のせりあいに比べ、後半は 
両チームとも動きが鈍く、巧容的 
たは今ひとつ盛りあが〇を欠い 
た。(岡村) 

全立大-方的に勝つ 

D > 準決勝. 

金立よ sgN :)9 滿 

衔〇0541453213 祁 
削口野野か田が口助前永. 

^ 東 野 
.2 川灭木化野北小戸倉有 

K IP 妻一 

岐 巧 

U 岛広が山奥井青化化木 
褐00032012100 9 

ベ.テラ ン撇いの大阪が、攻撃力 
お群のを立大に対してどのような 
策戦で向かうか大いに期待と注目 
が集ったが、スロ I スタ I 夕 I と 
いわれる全立大が、この試合は立 
もあがりからずばらしい攻擊をみ 
せて、乂阪につけこむスキを与え 
ず一方的に巧しまくってしまっ 
た0 

を立乂としては、大阪の老巧さ 
に誘われる ことを 充分警戒して い 
ただろうから、この槪先を制すス 
パ I 卜が乘ったのは大きな効果が 
あった。大阪は東を軸にゴ I ル前 
よく動いたものの、若さにあふれ 
た全立大の守備網を崩すまでには 
いたらなかった。(荒川) 


— 19 — 
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東を教大惜しくも敗る 


大崎電気の 


細 U 側ぶ東京ぁ大 

2 

2 


得〇 0203922040 

刚本里田村上藤村巧山旗口 

じ喃下金化井お西化片化田 
K I SH ' 審一、 
G J 一柳が j 


が野藤島山西岡巧屋垣唐 

隙上水 W ル大平深古稲斎 
得〇 〇 21 2 W 3 2000 


洗 


お戦から激しいホ防のあしゅう 
となり準み勝にふさわしいち力の 
ある好試合となった。 

乂崎は、ゴール前のローリング 
から巧手ディ'フェンスボ気をぬい 
たスキに左サイドからのシュート 
ポストプレーカット インと 多彩な 
を化をみせて得点をあげ、一方の 
教大は平岡の強力なシュートとを 
巧、畑の巧がをうまく溶けあわせ 
互角の試合ぶりだった〇 ' 

を半に入っても、たがいに試合 
のぺースを握るほどの化を的なあ 
開がないままに涯過したボ、勝負 
どころを確実にみめた大岐のゲー 
ム迪びのうまさが、僅かな差で、 
あ大の力と若さをおさえた〇 (柳 
沢) 

全立大2連勝ならず 

▽み勝 

乂崎電気 W (削 TS ぶを立大 


得 〇 000645500 

本ま田唐上唐村野山口 

tl 福下を化井近西化片田 


G 




)F 

g 

野 

ミ 

審 


如 


実業団今年も上位独占 




が巧口野井田ぜ口永前藤 
錦を 6- 
け天化木.化巧化小有倉化 
得00232042000 U 

2連勝を狙ぅ全立大 はこの 大会 
も好調で前日までの3試合に W 得 
点(失点站)、決臟の前評判も有 
利であった。 

しかし試をがはじまってみると 
ディフユンスの 出足がわるく、そ 
こをベテラン揃いの大崎にをめ こ 
まれ試合の主導権を与えてしまっ 
た。 

大崎は、負傷者を出していたに 
もかかわらず化野、井上の巧リー 
ドで着まなみ撃をみせ、ずっては 
化足のょい当りと、ポストのマ I 
クで全立大の動きを卦じた。木野 
(世界邁手賴代表)の U ンダシュ 

1卜を再ーニにわた「てブロックし 
たか巧の守備面での活躍も勝因の' 
一つであろぅ。 

後半、奮起した全立大の追擊に 
期待がかけられたが、前半の 7 点 
差は、さずポに負担。とられたら 
じっくりとり遮す大崎が各人の持 
ち味を活かして後半は疲れがわず 
かに見えたボ互角に試合を進めて 
優勝した。全立大は予想、戰力とも 
有利を伝えられ、それがかえって 
わざわいになったようだ。(岡 
が) 


女 


子 


▽予選リ I グ A 組順位①大崎電気 
(埼玉)' 3 勝③ ブラ ザ I 工業(愛 
知) 2勝1敗③有磯 j 间(富山〕1 
勝 2 敗④宗形製作所(大阪〕 3 敗 
〇……予想通り大崎が圧倒的な強 
さをみせて決勝卜 I ナメントに進 
んだ 。ムラ-のな いな擊 力と動きの 
.ょい守備力からみで当然だ。 

新顔同±のブラザーエ業—宗形 
はブラザーが井上、家田、堀田の 
活躍と、.まとまりのあるディフて 
ンスで快勝した。 

実業団にはさまれた有磯高は宗 . 
形を U —5 で降し、ブラザ I に5 
— 7と善戟。その気力を大いに賞 
したい0 

▽同 B 組順位①田村祐ご二重〕3 
勝風二一菱鉛筆(神奈川〕2滕1敗 
通小お巿女高〇 G (石川〕1勝2 
敗®美和ク(兵庫) 3敗 
〇……注目の東海、関東実業団ナ 
ンバーヮン同±の田村妨 —1 二菱鉛 
筆は熱戦となった。 

速攻の広酬、カットィン、ポス 
トプレ. I とその展開も豊富。わず 
かに前半田村脯がル林の好ゲット 
などで優位にたち、追いすがるご I 
麦を巧し切った。菱もよく走つ 
.てはいたぶ、田巧おのとび出しの 


早いディフてンスにあってシユー 
.トチャンスをつかめず、長身■蓮 
見のシュ—卜力を活かし切れなか 
った〇 

. 二つのクラプチ i は若手〇〇 
の情熱にょってささえているょぅ 
だが、意欲と技術がアンバラン 
ス。実業固から2点とるのがやっ 
とだった0 

▽同 C 組順位®大洋デパ I 卜(熊 
本〕 3 勝風清水女窩(静岡) 2 勝 
1敗③福井ク金(福井)1勝2敗 
® 日女体大(東京〕 3 敗 
0……大洋デパ I 卜が文句なく 3 
勝。各試合とも力の差がはっきり 
して盛りあがりにをしかった中で 
清水女高•藤原が 3 試合で巧点を 
点をたたきだした攻撃力がひと.き 
わ光った。 

地元全福かクは日女体大をダブ 
ルスコアで破る好スタートを切っ 
たが、その被は完敗に終わった。 
▽同 D 組順位①疆知肋(愛知) 3 
勝③日体大(東京〕2勝1敗③東 
京重機(東京〕1勝2敗通福井商 
(福井) 3 敗 

〇……学生1化の日体大が愛知紐 
にどのような試合を見せるか。予 
還リ I ダ 中きっての好カ ー ドは、 
愛知結がスピートに一目の長をみ 
せて逃げこんだ。 


立ちあがりから両チームとも固 
，くなゥ動きが鈍かった。先手は 7 
か日体大(北口)がとったが、愛 
知結もすぐ小林、前田、関口のゲ 
.ットで逆転、 412 とした あと 後 
半早々2点を加えて主導権をとぅ 
た。日体大としては後半追いこむ 
態勢をととのえた巧で2点を失っ 
たのがひびき宿願のベスト•フォ 
アを惜しくも逃がした。東京重機 
は飯田につづく選手の成長.、が待た 
れる。 

大崎、愛知結を降す 
▽決勝トーナメント1回戦 H 準決 


勝 

大崎電気 n 


得〇 0132402000 
が崎田藤川木林が幡崎藤田 

け川山な早鈴ル栗木山巧义 


愛.知が 
2 - 


K 

G 


玄搂 


が崎下か旧嵐野口木池崎下 

g 尾中小前五ル関黒藤岩山 

写〇 0030320000 

両チ I ムぶ要3?上に緊張、動き 
の悪さからパスミスやシュ_~トミ 
スポ目なつ。その失化につけこむ 
だけの"巧さ"が両チームともに 
なく、トップチ^~ムの対戦にして 
はホのないお班に格姑した。 

試合の•へースはわずかに動きお 
っていた大'崎が握り、前半のリー 
ドをを半いちどを知巧のな撃を許 
したものの、ユース早川の巧巧を 
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主力にして押し切った。 

愛知がはいちじのスランプは脱 
け出たようだが、あとーホスピー 
ドボ欲 t い。(柳井〕 

清水がホ勝シュート 


田村が 


得00112421000 

的美上村好谷林水川村關信 
M 辺 辺- 谷 辺 
阳渡坂，種渡水小清長甲吉渡 

^ ^ |^主審一 
J 一加藤心' 

g 瓶部保水辺場が尾宅中 

W ルを巧垂渡お今枝一二田 
得〇 033 2011000 


K 

G 


IX 

1 


〇 


上背に優る大洋は新保•垂乂を 
中、むに大きな動きから得点を狙い 


U I 日で大 洋 

u —5,/1 デパ I 卜 


田村械は相変らず全員が觀しよぅ 
な動きから小さな速いパスでゴー 
ルをおそった。- 
このが照的な試合運びで戦況は 
互角となり、まったくモ断を許さ 
なかったが、試合終了巧秒前 W I 
のから田村緋は渡ぶ好のシュ I 卜 
がゴールにはわ返るところを清水 
がすかさず拾って貴重な決勝シュ 
1卜をはなち大洋を辟した。 

どちらも、持ちあじを存分に活 
かした大会屈指のが試合であっ 
た。(加藤) 

大崎得意の速巧出ず 
▽決滕 

田が巧大瞄電気 


巧『〇 0111310000 

:|;:美上村好谷林水川村開信 

U 渡坂種渡水小淸長甲吉渡 

P 主審一 
I 中一岡本 J 


K 

G 


則崎田廳川木林が幡崎藤田 

は川山加早鈴小乗木山神^ 

.得00021101000 

昨年全国4 タィトルを 二つづつ 
々けあった両者が、今シーズン初 
の巧戰。巧待通りの接戰となった 
故障者の多い田ががは、いつもょ 
ゥ動きにスピ—ドボなかったが、' 
それでも要所は敏しようなプレー 
をみせチャンスをつかんだ。一方 
の大喊は、田村の固いディフェン 
スに一気の速巧がほとんど出せず 


苦しんだ。 

ディフ H ンスの崩しを いという 
ことになれば、エリア商辺でちを 
な動きをみせる田巧にみがあるわ 
けで、大喊としては、メンバーの 
を返りから、チームカを発揮させ 
る突破口をぶつけ化す力に欠け 
た。互角の両者の勝負を色みけた 
のはこの点にありそうだ0 

田が巧はこの大会に化場6年目 
で初栄冠、大崎は2連勝を阻まれ 
た。(闹本〕 

女子の試合方式ホめる 

M チームな下の場合 

日本協会常務巧事をではこのほ 
ど全国大を(主としてを日本総合 
選手権〕の女子部門で参かが W チ 
1ム35 下の時は、原則として 「リ 
—グ.卜—ナパント型ま」で大会 
を进営することを申しあわせた。 

実施にあたっては、参化チーム 
を 2 a 又は4化に分けてそれぞれ 
予選リーグを行い、を組の路者ま 
たは上化2者によって決がトーナ 
メントを a む。 

ホ勝卜 I ナメントの組合せは、 
出場チームの前年度成績順化によ 
って①巧④、③が②とする。 

お託び前号8頁の全日本總合 
選手権速報記事中、自衞隊腊田の 
所属を(関東•埼玉)としました 
のは(関東•茨城〕。またが号日 
頁にも同ような間ちがいをしまし 
た。お詰びして訂正いたします。 


— 21 — 




夏の全日本選手権回顧 


全 

曰 

本 

総 

合 


嶋田新太郎 

巧女四十セチームの精鋭を集め高が宮をお迎えして盛 
大に關催された本大会は、ホモの部は全日本総合大会で 
は始めての予選リーグを行い勝者のトーナメント式を揉 
用して新設の巧営体育館で行われた。 

予想通り A ブロックでは前年の覇者大崎電気工業 K 
K 、. B ブロックは巧おの田が巧績 KK 、 C ブロックは強 
豪大洋デパート • D ブロックでは大学の優勝校日本体育 
大学を破ったベテランを巧妨績 KK が進出し、激戦の結 
を田村が績広 K がユリヤ前のブレ—に值り大崎をセ巧五 
でふり切って初優勝を姉った。 

巧子は全立あ大学ボ進境著しい埼玉あ員を降し、大阪 
ィーグルスは波にのった早稲田大字を軽くあしらってベ 
テランぶりを発揮、大崎電気工業 KK はを手日本体育大 
学を接戦のホおり切り、東京教育大学はシ—ドされてい 
る芝浦工業大学の猛ホを巧ず GK の上野にはばまれ闘ま 
のお利を得た。 

四強の戦いの結果は全立を大学と大崎電気 K K ポおち 
残り、大晚の捨身ボ自信にかわり、全立あ大学の祀れに 
乗じて化み、ベテラン化野の好プレー、西が、巧鹿、井 
上の得点は素晴しかった。を立あ大学は強肩木巧のシュ 
1トボ外れ予想かのことから、いささか慌て気巧でずる 
ずると大崎のぺ I スに はまり 後半の追い こみ も前半の傷 
が深く、大 ft 電気工業 KK が四回目のあ勝を獲得五日間 
の大会は静かに幕を閉じた。 

さて北陸地区で W 年ぶりに開かれた今大会の«営面を 
ふりかえってみると、まず天候に 恵ま.れたこと である。 
かに高浜巧の実斤委員会の椒身的体当りの巧力は立派で 


\|全一旦本一学 I 生 一 

杉山 茂 

前哨戦の東西大学を巧戦で、関東諸校が関西勢を圧倒 
しており、今年も優勝は関東勢同±で争はれることはモ 
想‘されていたのだが、なんとベストエィトにずらりと関 
東春の一部校が並んだのには驚ろかされもしたし、あぜ 
んともした。 

関束学生巧と化の力の差はだいぶ前から云われていた 
が、今年ほどはっきり現われたこともあるまい。 

強者が勝ち残ることは当がのなりゆきでとりたてて騒 
ぐにあたらないのだが、関東の強さというより、化地区 
の非力に原因がある点、すなおにこの現象を喜べないの 
だ。 

関東の手から遠手権を奪うことは、個々のナ I ムの課 
遇と いうより、 を学連単位の問題のような気ボする。 

特に、かっては学生巧の王座にち臨した関西学連にこ 
れはあてはまる。 

同じ学生—— そう 力に差が あるハズ はないのだ。ただ 
関東勢は互いによく研究しあい刺激しあってい る。 選手 
はもちろんコーナ陣や OB たちもよい意ホでの"巧抗意 
謡"を燃やしつづけている。関西やその他の化区に そう 
した情熱ボな いという のではない。しかし、見聞す る骑 
面では関まほどのエネルギ—を感じることはできない。 
なの機会にこそ、化地区の精鋭が関まの一角を切り崩す 
ことを切望したい。それボなければ全日本学生巧の発あ 
はあり得ないのだ。 

ところで大会そのもの、試合そのものはかなウレべル 
ボ高く好巧をであったといってよいだろう。 

戦まめにもちい力をを分に盛りこんで迫カボあった。 


回10第 

全 

曰 

本 

教 

職 

員 


増岡茂義 


思えば才月の流れは早いもの、巧らぬ間に、この大会 
も十回目を迎えていた。参加チームもをくなり、これに 
東化、化お道チームの参加があれば、大会の盛上りも最 
高になるだろう。さて、総体的に見て大阪ィーグルスが 
巧びなけた力をもっており、化ナ*1ムとの差が大きすぎ 
て、手に汗握る試合ボなかったことは誠に a なであると 
同時に、化チ！ム'の-層の努力をうなボしたい。 

大差の試合が多いだけに、幾みだれ気ホにち受けられ 
たことは、もう少し Sil 面に研究するを化がありそうに 
思われる。 

最も教職員と舌う特巧な構成巧に、大み年々的な差が 
あるので、やむを得ない事かもしれないボ……。 

又実業団、ホはクラブチームと違って、職業上、又は 
全県下にがると去う地理的なのを件中に疎習時間を作る 
事が、むずかしい問題であることはをく a ができる。 

この巧のが決ボ今後に残された問題と思われる、これ 
は本大会ばかりではないが、卜—ナメント方式について 
もかし研巧すべき点ボ あるよう に思われる。平常指導者 
としての先生 ナーム であれば、貴重な時晒と経費をかけ 
で一回だけでは、充分な勉強もできないだろう。特にお 
導者であれば、己の勝負よりも、試合を通してのお強ボ 
後々の巧導に、大いに役立つ事は明らかである。 

を爾 とも 実施しているルブロックリーグ等は実現でき 
ないものだろうか。 

プ レー、レフユ リングなどに進歩がみられる中で一つ 
だけ残念に思ったことボある。それはマナーだ。反則を 
された遥手ボ大げさなゼスチュアと寅をあげていたこと 
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病 

名 

數 

打 

撲 

5 

切 

傷 

6 

さ っ 

か傷 

23 

骨 

が 

2 

腹 

痛 

13 

捻 

坐 

18 

その他 

3 

入院患者 

2 


夏季であるための病気も勿論あるわけであるが、お互 
いに注意すれば防げるものもある。勝っため監督も選手 
も随分張りつめていることはよく分るが、健康管理を怠 
つてはならない。(大会副審判長〕 


あった。事務局長ル島山助殺のテキパ申したさい配で見 
事大会は無事終了した。お舍•交通•接待等選手閣係に 
ついては随分細部に宜って行届いた配慮があり、遷手団 
から仲々評判がよかった。競技場は新設の体育館、四面 
の アゥト ダ ランドは 随分手を加えて整備されていた。 テ 
ント、その地の用具もよく整い競おにす障がなかった。 

競技役員特にゴールジャッジは体育協会の悅員、ル中 
学校の先生方が昨年から数回にわたる講晋会を経て、終 
始熱、むに研究的な態度で真面目に勤めてくれた ことに 敬 
意を表したい。 

.ボール拾いの高校中学校ハンドボ I ル部の働きも j を 
懸命、日本最高の試合を眼前に自分の勞めを忘れがちな 
ものであるが、ボールを懸命に追う姿は熱戦とともにを 
れられないものであった。 

ところで地元にお願いが一つある。来年の国体を控え 
ての配慮は十分なされているが、一般の人達がもっとハ 
ンドボ—ルに親しみがもてるよう八ム報活動をしてもらい 
たいことだ0 

競技場にも観客を動員するようをめてほしいこれが、ハ 
ンドボ I ルを理解する又してもらうことではなかろう . 
か。 

終りにハンドボ！ル関係者特に監督選手の健康管理に 
ついてお願いしたい。 

参考に今大会期間中の取扱った救急患者数をあげて見 
たい。 


ナ リンヒックを めざすからには トッフレィヤ I はす さま 
じいばかりの執念をたえず見せて欲しい。 

優勝した立大はそうした点で圧倒的にをれていた。立 
大の強さはを評となつている緩急をわきまえた試合展随 
力よりもむしろそこにあるのではないか。 

芝浦工大、まなあ大、法大、日体大などもプレ I への 
執念では立大に優るとも劣らなかつたボ、か力的な安を 
度に欠けた。中大、早大などはそのをが欠点となつた。 

準々決勝までにををおしたなかで巧大、明星大、大阪 
経大、関大、中京大、西南学院大、桃山を院大などボ上 
化と紙一重の力を示した。これらをおがゆるぎない地力 
を備えた時こそ、学生巧が文字通り日本ハンドボ I ル界 
のトップ ゾ I ン となる時であろう。 

3回目を迎えた女子はいぜん日体大の独り舞台。 

関東学生春季で巧をした期待の東ホか大もこの大会で 
は逆に差をあけられてしまつた。 

優勝した日体大もふくめ、まだまだスピードにをし 
い。実業団上位を巧手とするまでには巧当な時間ボ要り 
そうである。学迹首腦は「レベル向上よりも普及の段階」 
と割り切つているがせめて、高校な下などという酷評が 
再燃しないようを校いつそうの精進だけは期待したい。 

ぷ営面では大会前日の代表者会議でかわつた質問が出 
たので書いておく。まお学連からの出場校が2年つづけ 
てを一日にダブルヘッダ—となつた"不进"へのもの 
だ。日本協会の主催する大会は原則として一日2試をを 
組まぬ という 方計だが、日程消化の都合で一部の チ I ム 
だけが貧さクジを抽く。 

全日本学生の場合、1 .2 回戦では同学速の顔合せを 
つとめてさける という不文律 ボあり、そのため 出場 校の 
をい関東、関西学連より地方学連が2試合を強いられえ 
ヶ—スがさくなる。関を同±といつても一部校と二部が 
というようなランクの 差を活かす ように すれば、地方勢 
だけにしわ寄せが来る率は現状^りみくな ろう。 

学生スポーッの本旨からな議の通るスジ合いのもので 
はないボ組織としては再考してよい。 ( NHK 涩動部〕 


である。審判ボ正しい巧がをくだしているにもかかわら 
ず、もっと反則を とれと 云わんばかりの態度は、遥手とし 
ては行き過ぎではないだろう.か。菩の話をすれば笑われ 
るかも知れないボ、昔の强手はぶ則をされても、審刊に 
反則をとってくれよりも、巧則を振りきって得点するこ 
とに全力をつくしていたものである、そのおま審刊が正' 
しい判断を下してくれるものである、た則をとりゴール 
前のフリースローがぶず得点に結びつくものであれば、 
現代遇ホの能度も或る程度うなずけるがおの見たかぎり 
では、得点の大半は速ホおにあり反則で中断される事は 
巧方にとって不利になることは明らかである。とすれば、 
何故に大きなゼスナュァで、倒れなくてもよい時に倒れ 
不利になるプレ—の中断をするのであろうか、ニー日間厨 
戦してどうしてもこの点の解答がをには出来なかった。 

地方に帰れば指導者としてのあ員遥手であれば、増々 
問題が大きいように思われる。 

をし、こ 
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夏の全日本選手権回顧 


3 2連勝までの苦也 

圖圆團圃 


昭和 S 十八年四月、我が国ハン 
ドボール界にとって一大転撫期を 
迎えた。それは十一人制からセ人 
制へと国巧の大会はずべて変った 
ということである。 

.その年インタ I ハイに6年ぶり 
に出場し国体へ8年ぶりに出場し 
た明星はその国体二回戦に於て中 
京商に明星始まって城来の大差で 
敗れた。こ•の大敗は自みにとって 
非常にょい刺激となった。 

考えさせられた大きな閲題とし 
て、第一にスピードの蒂成、第二 
に デイフ H ンスの強化、第ーニにセ 
ットホフ H ンスの完成であった。 

その中でも特にディフエ’ンスの 
強化をいかにするかという事で愚 
った。この事はディフュンスが弱 
ければ姫対に速攻ができないとい 
うことになり、速をができなけれ 
ば点が取りにくいということで轰 
る。 速攻も大きく一二つにみけて巧 
うということであった。 

第一は直接ゴールキーパ I から 
最前方に走っている味方にパスを 
する方法、第二はボ]ルを近くの 
者に。ハスし、それを前方に走って 


(東京•明星高監督) 

いる味方に。ハスをつなぐもので、 
第 S はボールを同じくおくの者に 
だし、相手の守備体型のととのは 
ね所をつき、ポストプレイを巧う 
か、ロング シュ ートを行う方法で 
ぉる。 

ディフエ.ンス面に於て当時は二 
—四及び一—五の体型が半々ぐら 
い使われていた。ただ何んとなく 
そういう型をとっているだけでは 
基礎プレイの未熟な高披生ではう 
まく 守りきれないので、 フホ I メ 
I ションを作ってやりボ I ルの位 
置にょってそれぞれのポジション 
の動きをきめてやり、その動きを 
基本として喪化させていったらと 
いう事を务えた。それには基本型 
はどういう型がょいかということ 
で相当考克、現在もやっている一 
11111一一の型をとることにし、生 
徒にはピラミットという名和てお 
ぼえさせた。そしてボールの位 
置、相手の攻撃に対して変化さ 
せ、つぶし方の タイミング 等を身 
につけさせた。 

その間はもちろん個人抜の養 

成、体力、コンビホーシヨンプレ 


イの赛成も行つた。 

昭和三十九年は元旦から練習を 
關始した。一月は筋力及び持久力 
の赛成、二月はそれに個人技、ポ 
ストプレー、な後は速攻、擺合練 
習と行いと月十一日期末考査も終 
りインターハイ上位入賞を目指 
し、猛嫌習を聞始した。午彼一時 
半よりセ時まで、途中一二十分の休 
息を入れただけで正味六時間とい 
うものをゼットホフてンスの完成 
を目指し、フホ I メ]シヨンを主 
に巧つた。その間関東大会もあつ 
たが一日も休みをとらずインタ I 
ハイにそなえ練習した。十五おの 
部員が一人も落伍することなく頭 
張つてくれた。そのお力が実り上 
田市にて關催された第十五回イン 
ターハイに初優勝を飾ることがで 
きた。優勝したということで翌年 
は中学校で経験者が十数名入部し 
て来た。その連中が現在の一二年生 
である。な後毎年若干改良はして 
いるがほとんど同じような練習を 
繰り返して巧つている。このよう 
にして、昨年は長年夢みていた糕 
台高校に決勝戦に勝つことが出来 
た。特に優勝などということは頭 
の中になかっただけに感激もひと 
しおであった。 

今年は昨年よりすべての面で一 
歩でも前進寸るベく努力し、コン 


ビネ ー シ ヨンプレィの完成を目指 
し穗習した。全員が中学での経験 
者であり、昨年のレギュラーメン 
バ I が五人も残っており余程強い 
チ I ムがでてこない限りは優滕で 
きるのではないかと思っていた。 
全国大会ともなるとどんなチーム 
が表われるか分らないので全チー 
ムのプレィを見るまではかなりム 
配であった。大会に望んではチー 
ムヮ I クのみだれを特に '往意し 
た。結果はどの試合も前半で勝負 
がついたので後半は非常に楽な気 
持でいられた。この事は昨ザと大 
きな違いといえた。技術的にはス 
ピードボー段とついた事が第一で 
全員がハンドボールをよく理解し 
ていることもあると思う。スピ I 
ドボついたことにようてデイフて 


昨年度のィンターハィが岩手県 
で開催され、苹い地の利を得て、 
初の準優勝を飾ることができた。‘ 
今年度は遠く会場が和歌山であ 
り、その意味では私たちの実力を 
問う祖好の機会とはいうものの、 
主力選手四人が抜けた全く新しい 
チームのことでもり、技術面から 


ンスもよくなり、速攻も多くでる 
ようになったので得点力も相当上 
がった。 

ところで追われる立攝のム境と 
いうことをよく聞かれるが、私し 
の考えは高校生のチ I ムというも 
のはメンバ I の程動が毎年激しく 
行われるものなので、その年々に 
よってチーゥの目標が変ってくる. 
、部員の技術、体力に応じた練習 
をしなくてははならないので追わ 
れているというような意識は持っ ' 
ていない。 

ずくな くと もインタ I ハイには 
毎年参加できるよう部員共々頑張 
つて 練習に励みたいと思っており 
いつそう精進に励みたいと者えて 


(岩手-化营南高部長) 

みてもせめて昨年度の栄誉を巧さ 
ない程度、せいぜいベスト8なま 
でには残りたい、そのよぅなぶ死 
の願いが一人一人の選手の気力に 
反映した勝利でもったと思う。 

ハンドボールにをく無知のおが 
監督に就任したのが四年前、.当時 
はセ人の選手を確保ずることで精 


いるり 

齡日神初優勝の夢を果して 

困圆国兩 
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一巧、部員の中には進学と学習ク 
ラブ活動にあせりを感じ不まをの 
生おが大半でもり、棟習に参加す 
る部員ボわ-ずか一、.二をとい5状 
態が続いた。かかる貧おな体制の 
中にをい高橋コーチを迎え、技術 
指導の一切をほお、おは部員の学 
習、健康の管理を担当、精神面と 
巧術面の巧極を巧ちながら地巧な 
練習が攝けられてきた。父兄の® 
がと 関、 むもなをに髙まつた。 

真冬酷寒のグランドに、一人の 
巧伍者もなく、きびしい、かけ亩 

やけつくょぅなグランドいつぱ 
いに、全国から集まつた若いハン 
ドボ I ルマンの意気と熱が発散 
し、.を始巧ゲ I ムがお關されたこ 
とは"オリンピック種目へのな 
巧"といぅ巧かるい報せに活気を 
呈している日本ハンドボ I ル巧に 
とつて何にも勝る喜びで あ， つた。 

男子では優腺した巧星(巧京〕 
ボ超高校級の力を随巧に発揮し、 
そのすばらしく夕をな攻撃力と堅 
固な守備力をもつ‘て、抜醉の成綾 
を残したことは賞讚のほかはない 

また、決勝で破れたりとはい 
え、あ始高校生にふさわし.いダラ 
ンド*マナ^ —と落ちついたプレ^~ 
で1回戰から準み勝まで連続逆ち 
おちという粘りをお禪した準優勝 
校広(広島}の健斗も特筆すべき 
であろう。 

このほか伝統のお台(愛知〕、 


ボ、気なにホちた錬留を見ること 
がで きる ょうになった。 

今日も明日も、ただ走り、走りな 
く運動の反覆、その中に絶ゆまざ 
る不屈の気カボ養われその一つ一 
つが自信となって培われてくる。 
今回の優胳は一人一人がょくその 
練晋に堪えた気力の勝利でもった 
のだと、ホを取り合って勝利を巧 
あう。元来本校チームは速ホを巧 
器としたナ I ムでちり、それが又 
一面、個人巧に走り易いな点を伴 
う。々年まはチーム全株がル型で 

添 上 (奈良)、氷見(富 山) お鋭 
战お巧(神奈 川)、 湯沢(な田)、 
中大附属(東京〕らの活躍がめだ 

つた0 

女子はベスト.フォアに勝ち残 
つた花巻南(岩手)、室蘭商(化お 
道)、 山陽 そ(広島〕、巧居お巿商 


ちり、特に脚の早い選手もなく、 

デフ^ンスを中、むとした攻撃に切 
り替えたナーム化りボ、小型では 
あるが一応の、チ I ムプレ]とい 
う、ごく基本的な精巧に徹したこ 
とが大きな成長でちったと思う。 

「初、 むを るべ からず、慢屯こそ 
最大の敵」を今後のナ—ムの戒め 
としたい。 

思いがけなかった優勝 

(巧を南主将；} II 一巧朝子 
一応優勝候補となっていました 

技術面では男ホとも守備技術の 
未熟さにともなうラフ•フレ^ " が. 
前半戦で特にめだったが、身ホを 
触によりおこる各種た則を禁じて 
いる ルールの 原則にさかのぼって 

.守備技術の習得に励んでもらいた 
、〇 


正しい守備技術の習得を 

〜全日本高校選手権総評、 


(を媛)はいずれもその持ち巧を 
を々に活かしての進出であった。 

括局、昨年2位の巧を南ボーニ浦 
を中、むになずによくまとまりを見 
せて初優滕，、室蘭商も姫野を驅使 
して頑張り、ついに初の準優勝を 
.遂げた。 


林 静也 

また速い動きの中でのすばやい 
正確なパス、キャッチをチ I ム全 
員が連繁プレーの中で身につける 
ことが、 ハン ドボ I ルの水準向上 
の意味で必要であろうと思う。要 
は基本を忠実に実践することにあ 
るのではないか。 


が、今年はま年のチームょり戦力 
.も走力も劣っているので、ベス小 
8に残れば上出来だと思っていま 
した。ま年準屬勝とい 5ことも最 
り、頑張りたいとは思っていまし 
たが、便勝するとは思ってもいま 
せんでした。準決勝の新居淸商と 
の試合では、、むばかりあせり皆ち 
ぐはぐだったので、決勝戦では一 
致協力しないことには、強敵室蘭 
.を御することが 出来ない といぅ こ 
とを自覚し、ポイント.ゲッタ] 
.の姫邸さんを徹底的にマークした 

しかし グランドコンディション 
の悪い状態の中で黙々と健斗をつ 
づけ、がゲ I ム、好プレーをくり 
ひろげ、内容ある大会へと盛りあ 
げてくれたことに対し、各校監督 
の御指導と選手諸君のフユァプレ 
1にムから感謝の意を表明するも 
のでず。 

また大会運営面では、高校ハン 
ドボ I ル巧のために連日審判をつ 
とめていただいた審判団各位と、 

コ I 卜整備、記録、救急、報道な 
と地味な仕事をつづけられた地元 
役員と生徒諸君に巧し、深甚なる 
謝意を表するものです。(大会副 
審判長). 

来年は広島で 

第巧回を日本高校還手権はが年 
7 月の日から 8 月 3 日まで広島県 
甘日市高で行われる予定。 


ことが、勝利に結びついたと思い 
ます。極勝した瞬間はただボーッ 
として実廊がわきませんでした。 

線習の苦しみ吹き飛ぶ 
(化卷南 3 年)川井律子 

1、二回戦で強敵のチ I ムが続 
続姿を消していつた。それを見て 
いるう ちに明日は私達という不安 
としかし又、だから頑張らなけれ 
ばという自覚が湧いてきました。. 
さりと で屢勝ず るというょう な こ 
とは当初から考えてもみなかつた 
が、東北の暑さと遥がつて、日増 
しにつかれが目にみ免てきたがた 
だ‘気力だけは化のチームょりは増 
さつていたと思う。決勝戦はさず 
がに繁張していたらしく、結果は 
五対四で私たちの勝利で勝つた。 
優勝娘を手にした時は、毎日の苦 
しくきびしい練習が一度にふつと 
いでしまいました。 

全員の協力が実る 

(巧巻南 3 年)関 優子 

私達は第一戦の深谷女子高と試‘ 
合をずるまで、宜分のチ^^ムがど. 
の位やれるのか全然見当がつかな 
かつた。ただ、『高級な技術なん 
か、できるはずがないからするな。 
そのかわり基本、つまりパスキャ 
ッチが良いことと走ること、それ 
に気力があれば跑対勝つ』とおつ 
しやる先生方やコーチの教えをず 
り、皆協力して、一生懸命やつた 
のが一番の勝因だと思う。 
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おくりものに 

大洋の商品券 

雕本八代両巧共通 


ご家庭に 
幸せをはこぶ 
バラの包装紙 
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證17回全日本学生選抜ま西が抗；-:-— 

多彩な攻撃で東軍 3 連勝 

西軍、後半の奮起空し 


学生界のトップスタ I にょる第' 
じ回を日本学生透お東西対抗は.9 
月巧日午後2時から日独ホモ第6 
戦にさきだち観衆四千を集めた愛 
知県体育館で行われた。 

試合は予想通りスピ I ドとコン 
ビネーションにまさる東軍が、前 
半で大差をつけ3速勝。対戦成績 
は東軍 W 勝、西軍7勝となった。 
東軍の3通勝は2回目。 

東 軍盏 U ) 口西 軍 

〇……全国大会の戦績などから推 
して、東軍の強力な巧擊に西軍が 
どこまで食いさがるかが興味とみ 
られたが、立ちあボりから東軍の 
スピ I ディなコンビネーションプ 
レ I が爆発、ずっても GK れ下(中 
大、世界遠手権け表〕の堅守を軸 
に西軍をおさえ】方的な経過をた 
どって前半 W 分には 911 と差が 
裤〇072202250106 

3大大大大大大大大乂大大大大 
軍戳 教隻山 

中萊立立名をを東立日中富立 
(cr>cccrN/lvr^f^/lvc./lv 

ぉ下野野井藤本田岡村宮川本 
说 東 
巧上木北加圧野平北大黒橋 


K 

G 


MB 


- ごご ご ご く ご く く ■パ/ ■ //■>、>、>、> 

大大大大大大大大大大学大大大大 

勒 S . 南種靴山 

阪をを击志 齡醉 

関大同同同関同関関甲関西巧関岡 
yc/L/L/L/L/IK/Lyc/L/Lycy^^/L^^^C 

あ本田本藤お浦永古ホ巧田部着浦 

賢 

平座飯ず佐多松宮加义西巧綾馬西 
得004310242000001 


西 


聞いてしまった。 

〇西軍は、長身•飯田(同大 
世界選手権け表)のシュートカを 
活かそうとうしたが、東軍木野、 
化が(立大、世巧選手権化表}、 
正本(法大；}らの出足のよいつぶ 
しにあって実らず、逆に速ホをか 
けられて失点をまねた。を軍のホ 
撃はさすがにターおで、ポストプレ, 
—、サィド攻撃さらに呼吸のあっ 
た"とびこみシュ^~卜"などを見 
せてスタンドを湧かせた。 

0……前半で U 点差という不を誉 
な"大会が記録"をつくった西軍 
は後半がぜん奮起、お浦、ず本 
(同大).宮永(関大〕らの活躍で連 
続得点、を半口分9 IW まで追い 
あげた。 

しかし東軍も、すぐに束、木巧の 
立大コンビと黒 W (中を大〕のゲ 
ットで5点を化え巧み55 — 
y と突きはなしを全圏。西 
) 軍は残り W 々間に6点を返 
いしたボ大势に影響ばなかっ 

た。コンビネ I ションさえ 

，整えばさすがに巧者を揃え 
r た西軍だけに前半の不振ボ 
M 惜しまれた。 

7 〇……それにしても東軍の 
見せたスピ I ド豊かな攻撃 
) とシヤ I プなずりの.動き 
け は、球界のトップゾーンを 
自負するに充分なものであ 
7 .つ.た(覚和美) 












南(岩手）—— 
立(熊本)——1_ 
商(愛知 )——I 
女(:埼玉)—— 

女 しじ、 島） - 

商(愛麗)- 

禄(沖縄> 


商[京都 )——1 
女(お 木)一!— 

女(富ム)- 

商〔化海 ；§5 - 


高校男子 


国 

石 

野 

か 


星(東京） - 

エ(ム ロ3—1_ 

田仙’お )——I 
霞(埼玉）- 
エ(大阪)- 
台(愛知）- 
雨6^ぶ- 


居館巧圭潘 J )) コ- 

，見馆山）—— 


窩巧女子 
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化熊名深山新ル明お高室 


明お大朝佐桜大新函氷 
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男 
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玉城岡城川本阪京库形川道島木阜山川寶知都馬分田梨野岡森口良媛 
海 奈 

埼宮静茨香熊大東兵山石北広栃帳富神滋愛京群大秋山長福青山奈愛 
気会ク研 B ズク景ンククク巧 K 業ク川スクククク協クク会ククク本 


ジ • 


大 


ェ奈 


フ 


1商蘭レ.〇見/京川分市山農愛商山良 Ip 
す菱盤神 S 田.野 則 


農 球 


B 〇 

電〇力高-丘 
院商.^キ 
幌学子」、ノ国 

北 を、' " T 1 ス i 多. 賀 
乂東清原高ド S 二！富力を室一二 A 常氷を滋中葵賴大秋塩化岡青徳奈化 


子 

女 

般 


- . ■- 


重道 W 山山知本田を阪媛玉 

囊 

一二化巧富岡愛熊秋東大愛埼 
c-rvc'r'r^cc-rvc'c/lvrv 

結ク筆 GG 巧卜洋機阪ク気 

銳〇〇 i ま電 
巧蘭女高知’，^巧大媛 
菱岡居テを崎 


洋 


田室三高井愛大全東全愛乂 


山陽か(広島)、明牺商(京都)、 
室蘭商(化海道)だが、室蘭商の雪 
じよく を狙う斗おが期待される。 

教員は大阪イーダルスの連勝が 
固そうだが、地元埼玉と岐阜の実 
力も髙い(編集部) 


赔の決勝となろうが、西ドィツを 
破って意気あがる一二藥鉛筆(神奈 
川〕、東海選手権で3年ぶりに田 
材热を破った愛知紐の挑戦はあな 
どれない。夏までは3強が これら 
ニチ I ムにわずかな差をつけてい 
ると 見られたが、今大会では文字 
通り伯仲。"日強時け"という豪 
華なキャッチフレーズが名実とも 
になりそうである。ダー クホ ー ス 

は全秋田和洋(秋田)だ。 

高校男女はともに夏の優勝校明 
星勇.東夏、巧卷南妄•岩 
手)の二冠がるかが焦点。巧子で 
はな台(をな〕のをき返しボみも 
の。この両校を氷る(富山)、が 
居お H (愛媛〕が迫う。惑星は地 
元•朝霞(埼玉〕。女子のが化は 

■こ N_ •こ/**ご•、こ* 


一般女子は5部門中といぅよ 
り、今季国体全競技のなかでも屈 
指の"巧を"を誇る。- 

トッププレィヤーによって 編成 
された全日本摇合優腺の田村お 
(一一一重〕，をはじめ、同2位の大崎 
電気(巧玉〕、同3泣の大洋デパ 
—卜(熊本)、愛知が(愛知〕が 
今回も揃い、しかもをパートに分 
敌した。順当に行けば田が巧—大 


ない。 

一般巧子は全日本絕合優路の大 
崎電気(埼玉)が 7' 連おを狙い、 
今年も最有力。埼玉としては5連 
勝になるわけだが地元でもありい 
つそぅ 負けられない。巧化は一二景 
(巧ま)、常盤工業(岐阜〕、住友 
化学(巧媛)、 I 二菱レ大竹居曼 
の実業団勢に全巧奈川、中京ク 
蹇知).かぶク(富山)あたりが。 


W 月の日から埼玉県浦巧市で開 
れる第の回国体ハンドボール麗巧 
の姐み合せ抽せんは9月の日東巧 
•日本ハンドボール協を室で巧わ 
れ別表のょぅに決まった。 

今年は各地予選で波祀が巧つぎ 
を巧函館サンダー俱(化あ道)が 
かれたほか、本田技研(一二を) A 巧 
形製作所(大胶)桜丘を(を巧〕、 
菊がを(広島}らも姿を見せてい 


5強時化の開幕告げるか(如} 

圈合雜熱戦期待の高校男女 



国体ブロック予選み勝記録 

第の回国民化育大会ハンドボー 
ル競なの予還はを県大会、をブロ 
ツク大会と二つの関門で巧われ 
た。(太字は国体出場チーム) 

_ v ……北海道 

▽高校巧モ 

函館エ W —9, 函縮中部 
▽高校女子 

室蘭商 M —3 ま蘭巧 
▽一般巧子 . 

室菌ク SI 9 
▽一般女子 
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v 教員 

日体室蘭 3—6 函館教員 
教員 ク21ク 

WV ……ま化 

▽高ほち子大石田(山形) 

▽高ほ女子巧卷南(岩手〕 
▽一般男子はま化学院大 OB を 
(宮城〕、ヵスヵワ•ク(山形}、青 
商ク(青森〕、秋田農業せハる組合 

揉田) 

▽一般女子全が田和洋(が田〕 
▽あ員岩手あ員ク(岩手〕 
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W 〕 塩山ク(山梨)韶川ク(群馬)を 
決定。を5け表決定戦で A • 〇 . 
K (栃木)を、第6代表決定戦で原 
子力研究所(ず城〕を決を。 

▽一般ホモは予選ラウンド 2 a を 
行って A 組1位 III 董铅筆(巧奈川) 
B 組1位東ま重機(ま京)に決を 
▽教員 

l & f 泌—口 i 替貝 
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▽一般男子第1、第2代表決定戦 

中京ク 9—6 常盤工業 
(愛知)11(岐阜) 


で M 结雜 f 


佐野ェ 




1藝星 


(大阪) 

▽高校女子 

巧徳商 3— k 貴 和 
(京都〕 114 (和歌 山) 

V I 般巧子は第1予選(第！〜第 

3 代表決定戦〕で 一二国丘ク (大阪〕 

富±レジン (兵庫)、 養ク (京都〕 

をまず決定。敗者復活戦(第 4、 

第日代表決定戦〕で奈良ク(奈 

良)、滋賀ウルフス(滋賀)を決 

定。 

▽一般女子 

'全大阪〇[日和商ク 
(大阪〕 3日(和歌山) 

V 教員 

巧 2—3 を都教職 
51 員寅都〕 


W . ……中国 

，▽高校巧子 


岩国ェ 


で。 


矢掛 


清® ク 

(静岡) 

▽同第3代表決定戦 
常盤エ業本巧あ研 
V 1 般女子代表決定リ1グ順位@ 
愛知結(愛知) 3戳全勝感田が械 
0二重〕2勝1敗感静岡城北ク(静 
岡)④全大垣(岐阜) 

▽教員 

岐阜教具 . 愛知教員 

T ……近畿 

▽高校男子 


(山口) 1 If (岡山〕 
〔を〕全日本窩校準優勝校•広 
(広島)は準決勝で岩国ェに敗れ 
た。 

V 高校女子 


山陽女 

£島) 




C 


V 1般巧モ第1、第2代表決定戦 


化辟款 




’ I 岡天山)城 
かしの葉 


(愛賭〕 
v 高校女子 
新居浜商 


(香川) 


U —7 皆が f 


(愛媛) 

V 一般男子代表決定り I グ 

住友化学. 6—6 高知ク 
(愛撥) 3 11 (高知) 

高松一高〇 2—4 S リク 
B (香川) 31高知ク 

住盡学 贿が一0 

〔順位〕①住友化学菊 本②ちお 


二局〇 B 感高がク 

v 1般女子代衷決定り I ダ順位0 
愛媛 ク (愛媛)1滕1み挑得点感 
商知ク(高知)1勝1分那得点③ 
S 本松 OG (香川) 
1>教員巧表決定リーダ順位の香川 
教員2勝③愛媛載員®中が教員ク 
(高知) 

W ……お挪 

▽高校男子 


ホ心山ク 217 . 

(山旦 3 ?ク忌愛 

▽一 お女子代表決定り I グ順位① 

井原高06 ( 岡山) 2戦を勝②徳 

山ク(山口) •山陽ホ高ク(に島) 

▽教員代表決定リ—グ順位 ①山口 

県敎員団2戰全勝②岡山あ員③広 

實教員 

¥……四国 

▽高校男子 

新信お H 日—2玻出ェ 


大分商 

(大分) 
v 高校女子 

龍本ホ立 
(熊本) 


巧ム 


n —7 


鹿児島ェ 
(鹿児島) 

大分東 
(大分〕 


▽-般男子第1、第2代まが定戦 

ドンキ— 5—3 佐世保ク 
ズ(熊ま21 S 暧 

岡野愛球8 2 大分ク 
会(福岡) 2—2 (大分〕 

v 同第3代表決定戦 

大巧ク糾—巧佐世おク 

▽一般み子 

エントリ ー が大洋デパ ート (熊 
本)ーチームのため巧表に認定 

V 誓 

福岡教員 U.IW 熊本教員 

W ……埼玉県晶催型 

▽高校ち子は代表決定りーグで朝 
霞に決定 

▽高校女子は巧表決定り—グで深 
谷女に決を 

▽一おち子と.一般女子は大崎賣気 
を代表に認定 

▽あ員は巧玉お員を代表に認定 
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愛知お、田村絲を破る 

を I I 地 I I の I 一里一録 

関東選手権は男女とも大崎 


第 M 回関東選手権は 9 月 8 日か 
ら 3 日間ま城県-水あ道一高域技 
場に関ま8都県の一おちホ代表が 
参加して行われた。 

巧子ではを日本チャンピホン大 
崎電気(埼玉〕に巧し'てを神奈川 
ボ善戦、お了化か前まで W — U と 
リード、そのまま押し切るかにち 
えたが、大崎はそのあと連続6得 
点しぶおをとげて逃げ切り、8年 
速続8回目の優勝を化った。 

ホモは予お通り大略電気(埼玉〕 
I 一一一麦を筆(ホ奈 W ) の実業面同 
±が優勝を争ったすえ、大崎電気 
ボ地力勝し、4年連続4回目の栄 
冠を得た。 

▼男子予選ラウンド A 組1回戰 


を巧奈川叉 lu)s ^藝ク 

鏡川ク叉： u ぶ離肝力研 
▽同決勝トーナメント1回戦(り 
举決勝) 

を神を川艾灿 U )9 一一一 景 
大崎電気(埼玉〕シード 
▽決勝戦 

大崎電気 wfuu パ} W 全神奈 W 
▼女モ予還ラウンド A 組1回戦 


一二 景 

菓裹 


を原ク 

罕萎 


塩(山 1 木〕ク艾な二栃〇木 r 
▽同腺者戦 


をず.が3ス —1^ 
(茨が)1'^5|2、 

一二麦鉛筆5 f じ一1ン 
(神ま W 〕2 1 U —0、 

▽同勝者戦 

三一菱鉛筆 

▽同 B 組リーダ 
全群馬 4^611 
(群馬) 11812^ 

東京重機 5 f 8 I 2>^ 


佐原ク 

罕葉) 

曰川ク 
(山 梨〕 


全茨城 


^軒〕 ク 


逆：！てを群.馬 


一一一貴 W (跳ぶ塩山ク東京重機ぶ AU1、 
▽同 B 組リーグ V同決勝卜Iナメン， 
:ミ：；_ .3 ’扉を力巧準決勝) 


ゴ栃木ク 
-1 回戦 (U 




大崎電気(埼玉)シード 
V 決勝戦 

大建気 9(^ U い} 31一一菱鉛筆 

中京クに初のを冠 

第 W 回ま海還手権は9月9 、 W 
の2日間静岡県清水巿にを，お4県 
の予選腰者ボ集り巧われた。 

その結を、.男子は新進中をク 
(愛知〕ボ巧ぃ試合運び.で初優腺 
.した。女子はリ I グ戦で争われた 
が復調を知が，(愛知〕ボ全日本総 
合1位の田せがご二重)を破って 
4年ぶり7回目の優勝を飾った。 
を巧巧が田せ巧に勝ったのは昭巧 
朋年8月の全日本絕合な来でこの 
間に U 連敗 (1 引か)していた。 
►巧子準決お (1 回戦〕 


静岡城化，.^ .1 。 

ク 


全大垣 


中京ク 


3 n 


清商ク 6/"8—4. 
(静岡)118 

▽同3化決定戦 

常盤工業 4^8— 日' 
(岐阜)1\6 18 

V 同決勝 

中京ク 


愛知訪 013 
(愛知〕1 

田が热 312 
(1 二重〕 2 2 

愛知結 WI 4 


一二菱鉛筆 W 一 


まなま機 田村が化， 


静岡お化 
ク(静岡} 

全大垣 

(岐阜〕 

全大垣 
静岡城北 

ク 


愛知巧田ぜが 
〔順位〕①愛知が3戦全勝②田 
ぜが 2 勝 1 化③静岡城化ク 1 勝 2 
敗④全大垣3敗 ’ 

埼玉、高男.教員で勝つ 

マお馬-巧玉■巧城3あ対抗定期 

戦 (8 月.巧間髙) 

▽高校男子の部 


麻生？ 


群 馬 
(前橋商) 

埼玉(浦 
和市立) 


常盤工業 


で 1 S 謙？ 


ぶ1譯研 


な清商ク 


埼玉 U 打叫。 W ぉ馬 
▽同ホモの部 

ま城粟 of 6 l 2 一 5 喘？？と即 
お道二〕114 13 ,15橘市み) 

埼 玉 8/2 — 2 で •辟 睛 
{;深ぉを IG - 巧馬 

茨が wgu )4 埼玉 
▽教職員の部 


埼玉教員 ？ S —6、 
埼玉教員？§ {な 
ま城ぁ員 


jw ま城教員 
^じぉ馬教員 
' j 巧お馬教員 


桜丘会、1敗で優勝 
V 第3回愛巧クラブ巧おリ（グ 

(7 月•名古壓金山体靑館)==男子 

のみ 

▽ I 部 

東杏会じ名大，ク 
愛エク对柬山ク 
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日本八シドボ-ル喊を公韶球 



を 


サー ビス部 

斩宿区新宿2了目雪侮前 
TEL (341)2979 *1016 


尝巧運動用互 KK 

来京皂&星旧区樣川橋斗了目色 
下 E しホ所 （62 2)0 ク 4* 6 


東お会化お丘会 
東山ク名大ク 
桜丘会如愛エク 
東杏会 SIW 東山ク 
愛エク对I S 名大ク 
が丘会別.— U 東山ク 
お丘会抓—^:;名乂ク 
愛エクの—巧東杏会 
〔順位〕®桜丘会 3 勝 1 敗(得 
点率〇 •五九〕感東杏会 3 勝 1 敗 
(〇 •五六〕®愛エク 3 勝 1 敗(〇 
•五兰〕④東山ク 1 勝 3 敗⑥名大 
4敗 

〔2部順位〕®向陽ク4戦を勝 
③愛商ク趣を連ク®松陰ク⑥名古 
匡高等無線 

▽1• 2部入れ替え戦 

向陽ク7 ,0名大ク 
(II 部〕 111 (一部〕 

向陽クが一部へ昇格 

女子でル諸 勢 強し 

▼第；3回長野県總合体育大会ハン 

ドボール競技(8月 • 上田〕 

v 1般男子準決腺 . 

北農クリ ー3 坂域ク 

上田クロ IU 媚ヶ丘ク 

A 同決勝 

1 ,1 巧上田ク 

▽同女子決勝 

ル諸商ク？3 い}8ほていや 
▽高校男子決勝 


ル諸 s ( n ) 


上田域南 


吉 原 
(静岡) 




化農ク M {心 


上 ffl 
▽同女子み滕 


巧 域 


を旦ツタ高摄 I 選手撞 I 


第 W 回東お高校 


を W 回東海高校迅手権は9月9 
のの2日間静岡県清水ホに東海4 
県から男女それぞれ2校づつの W 
校が集り關かれた。 

寅子は懐台(愛知)が3試合で 
.料点を查げる安定した攻撃力で4 
年連続 U 回目の徑勝を、ホ子は名 
女商(愛知)が決勝で同門の高蔵女 
商(愛知)に逆転勝ちして初優勝し 
た。愛知の男女制はは5年ぶり8 
回目。 

▽巧モ1回戦 


按 台 
(愛知) 

清水商 
(静励) 

天竜林業 
(静岡) 

名域大附 
(愛知：} 

▽同決勝 


S— 6 

の）巧 
S 3 —巧 
お—6 


桜 


台器 U 


岐 山 
(岐阜) 
高 巧 

(二童〕 

岐阜南 
(岐阜〕 

津 ェ 
(一 二重) 


な清水商 


天竜林業如ぶ is) 巧名域大附 
▽同決勝 

お台又加：： S ぶ天竜抹業 
▽か子1回戦 

名ホ商 217 四日市 
(愛知〕 1— (一二重〕 


高 


山 


(岐き EI4 ^ 一一一重 

清水女 
(静剛) 


高蔵女商7 . 
(愛知) 7 —。 

V同準決勝 

をホ商 

高蔵女商 wf 日—" 


吉 

高 


原 


山 


▽同決勝 

名女商高蔵女商 


「各地の記録」欄への寄稿を 
歓迎いたします 


少年が年の男女4級に 

国体の規模おル案 
化協.国体常任委員をはかねて 
から国体の思模縮少と参加巧象の 
再検計について、同委員を巧に国 
体開催基準要項改正小委員会を設 
けて研究をすすめて来たが この ほ 
どその中お報告原案が まとまり、 

8月の日の同委で承認した。 

それにょると、を本構想と して 
秋季国体は参加全歳技とも運手層 
をみ年ち女 (W 才未満〕と成年巧 
女 (U 才 W 上〕.の 4 クラスにみけ 
これまでの 高校巧女、一お男女、 
載員、青年の種別をやめる。 
しかも 4 クラスのぅち 1 クラス 

(例-少年男子〕をが都道府県化 
表の参加を認めた場合は、化の 3 
クラス(少年女子、成年ちホ〕は 
原則として W 〜巧のブロックにし 


ほって参加を認めることにすると 

いう。 

どのクラスを が 都道巧県 参加と 
するかはを競ほ団体の意思によ 
る。 

また秋季大をの競ほのうち夏季 
大会にあ行する競技についてもお 
討が化えられている。 

国化のお模縮少はこれまでもち 
一二いわれて来たが、同委ではこの 
原案ボ通れば、昭巧；年の長崎国 
体から実施したい意向のようだ。 
巧田的(和歌山)など予定 
が年なをの国体 

本誌既報のとおり、昭巧が年 
(第扣回)なをが年までの同体開 
催地ボ国体委員をで決められた 
が、委員会に提出された資料によ 
る各年をのハンドボ—ル競技開催 
予定化はなのとおりである。 

▽旧巧が年和歌山県打田町(那 
貴高、巧田中〕▽が年お巧島県 
車人巧(鹿化島エ専)▽が年千 
葉県(佐原高、佐原中〕▽が年 . 
ま域県水あ道巧(水海道二高、水 
お道中〕 

N 百 K で「ハンドボ（ル」 
教室 

NH 及では W 月1日、8日の 
「テレビスポーッあま」(あ育テ 
レビ)でハンドボールをとり起げ 

る。指導は日本協を巧術委員•巧 
星高監督高橋英な氏。.実おは今年， 
度全日本高校選手権チーム巧星高 
部員。 
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海外 トピックス 

女 ……境井を二 

近着の I H F 八ム報などから嚴近 
の外国球界の動向を禪ってみょ 
資〇 

.イタリア球界が発足 

ョ I ロッパ諸国のぁいだでハン 
ドボールはもっとも盛んな人気の 
あるスポーツの一つだが、どぅし 
たわけか、これまでイタリアでは 
ほとんど親しまれていなかった。 

しかし昨年西ドイツ選おボイタ 
リアを訪れ ミラノと ダてローナで 
模範試合を行ったのを機にイタリ 
アハンドボール協会が創立され、， 
このほど口 I マのスポ I ツパレス 
にョ I ロッ パの トブプチー ム 4 チ 
I ムボ招かれて国際大会が關かれ 


高橋健ま著 


ぐ図解コーチ 

ハンドボ—ル 

义々の技術書。個条書きふぅ 
な觸説はハンディな内容を沮つ 
た著者の意図であろぅがょく活 
きでいる。 

曹中、著 
者は r スポ 
1ツはもく 


成果をあげた。 

参加したのはパルチザン•ブギ 
ェロバ1ル(ユ1ゴ1位〕、バニ 
ク •カルビナ (チェコ 2位 〕、 P 
UC •パリ(フランス1 位}、 ア 
イントラヒト•ワイズ バ ー デン 
(西ドイッ) の 各クラブで 2 日間 
にわたり髙いレベルの巧試合が展 
聞され、モ五百人の観衆にハンド 
ボールの面白さを伝えた。 

活気示ずカナダ 

このほどカナダを訪れた I H F 
競技委員ジ I グフリード•ぺライ 
氏.(西ドイッの著名コ I チ)は力 
ナダ•ハンドボール巧の近況を次 
のよぅに伝えている。 

モントリホール巧には八百人の 
クユニア還手と、二百の大学、専 

が、全篇にその精神が貫かれ、 
特に総合プレー ( チームプレ t ) 

篇は"園觸 n I チ"の標題にふ 
さわしい〇 

これからのハンドボールは総 
合プレ]の巧拙が大きなポイン 
になって 


新刊紹介 


まで実戦であり、 a 論的にいく 
ら精通レていてもそれは実力と 
いうことにならない。 

つねに a 論的裏がけのある 
プレーを S 開できるよう巧力し 
ていただきたい」と説いている 


くるといわ 
れている時 

だけに大いに参ちとなろぅ。 

著者•髙橘健夫巧は日本協会 
昔及委員、ま京教大〇 B 。，(成 
美堂書店発巧 、 A 6判三ハ四 
頁、二00円) 


巧学校チ. 1 ム約一万五千人の選手 
'が おり、 活発な動きをみせてい 
る。最近の大会ではジュニア％ナ 
i ム 、ホ子7チー ムボ 参加し、そ 
の普及ぶりはすばらしいものであ 
る。次の世巧還手権(巧子〕、，、 
ュンヘンオリンピックへの出場も 
かなり具体的に検討されている。 

カナダ球界が短時日にこれほど 
成長したのはウド-テタン会長と 
ケベックに住むハンガ.リー人アン 
ディ.メ’ゼッツ氏のたゆまざる巧 
力に おぅと ころが大きい。 

クンスト氏が辞巧 

日本におなじみのルーマニア • 
ナショナル チー ムのを監督ィオン 
•クンスト 氏は今年一月のを6回 
世界男子わ人お運手権大会を機に 
その職を辞めた。 

を任はネデフ、トロフィンの両 
.巧。 

ソ連女子ハンガリ—破る 

進境いちぢるしいソビ H 卜女子 
チー ムは最おの国際試合で世巧ナ 
ャンピオンチ I ム•ハンガリ^~と 

の2試合に UI 8、 WI 7 で連腰 
した。ちなみに来年 U 月の世界女 
子7人制選手権はモスクヮで開か 
れる。'' 

世界学生、今年も不出場か 

第4回世巧学を還手権は来年 
(昭巧〕 I 月4日から9日間西ドイ. 
ッのドルトムントで關かれるが、 


このほど主管団体から、日本体育 
協会を姪て本部協をに日本チトム 
に参化の意向ボあるかどうか g ? い 
合わせて来た。 

常あ理事をではこの問題を全日 
本学連に一巧、全日本学遥ではお 
をまにを役員から意見を求めた 
が、遠征費全額個人負担という点 
に問題があるとして疆極的に参加 
を主おする黄は出なかった。同大 
をへ日本はを I 回にを日本学ま透 
なを送っているが、その後は不出 
場。今回も見送りの公算が強い。 

ま藤全 日本学 連 理事長の 話•参 
かはしたいが総額一千万をこす経 
費が全額個人負担というのでは二 
の足を踏む。 ' 

単独ナームとして出場のホ望が 
あれば、巧めてちえるボこれも時 
巧的に難しいのではないか。 

かの大を(旧が》予を)から出 
るかどうかはまだわからない0 

学連選出理事に义な氏 

全日本学生連盟では欠員中の日 
本協を派遺理事に义巧義雄氏(同 
あ社大 OB } を決めた。 

香川県協会住所変夏 

香 W 協をはこのほど 

高松巿四番町八番地 

高を工芸高校巧電話高松(五 
一)四一四四に孩った。 


記 


後 


集 


編 


〇…待望の西ドィッが； 
ホ日。その前半戦の模極： 
を 今月ちは集めた。 一 
記者クラブのかたボた一 
に全面的な御協力をお願^ 
いした。これまでの試合- 
一 評よりも、かなり多をに. 
f •なったものと思う。化号/切は^ 
月5日。読者からの日独関係： 
のは稿も大いに歓迎したい 。; 

〇…西ドィッの軟迎を席上で； 
巧巧の大巧輩あ本を一二先生にお； 
目にかかれた。協を創姑巧の正； 
確な資巧や当時のお話を本誌に； 
W 近くしていただくことにした。 

一 t 日独 戦の盛況を見ながら古い： 
^時けの労をの特集を是非しなけ 
八ればいけないねと藤本ちと話し 
^あったばかりだっただけにが本 
先生にお会い出来たのはうれし 

ぶった。 

0 …「(ンドボ I ルま史」ボ 
ご則ち 完結した あとで もなおいろ 
W いろの御協力が寄せられるのは 
W ありがたい 。不明のまま書き格 
った 第2回全日本ホ子の優勝メ 
:"ンバーをが本重巧氏が採してく 
W ださっているし、 馬場副会長も 
W 古いスクラップで 「なにかちつ 
.ーナてあげよう」という。 

《〇…ブ a ック選出編集委員と 
. r して新たに氏原亨(東海)たが 
^加った。ブ D ック編集委員の活 
動も今巧からいよいよ軌道に.の 
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カラー写真ならもっときれい/ 





現像とカラープリントはわ近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とご指定ください 


フジカラーの純正現像 _ 

フジカラ ー N 100 
フジ カラー R 100 
フジ々ラー シネ 8 mm . 16 mm 
卜ーキー 映画(磁性が塗巧加工） 
フジマグネオストライプ 

小型映画フイルムの複製 _ 

フジシネコヒー 


美しいカラープリント • _ 

フジネガカラ-プリント 
フジポジ 々ラー プリント 
フジダイ カラー プリント 
フジ . G カラー プリント 
フジ本力^''为ラースライド 
フジポジ カラー スライド 


ブジ tiS - の編舍現巧讯 

g 賽ブジ#1=^-サー|±ス 

ホし幌.仙台.東京.名古屋.大阪.広島.福岡 . 
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